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表
紙
：
大
震
災
か
ら
３
年
９
ヶ
月
ぶ
り
に
再
開
し
た
宮
古
市
民
文
化
会
館

　
　
　
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
祝
っ
て
声
高
ら
か
に
合
唱
を
披
露
す
る
市
民
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田
代

児
童

館
で

の
防

災
訓

練
の

様
子

。
同

館
は

昨
年

の
台

風
10

号
で

被
災

し
、

旧
園

舎
が

使
用

で
き

な
く

な
り

、
亀

岳
小

学
校

校
舎

内
で

運
営

さ
れ

て
い

る
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み
や
こ
市
議
会
だ
よ
り
の
第
１

号
は
、
平
成
17
年
６
月
６
日
、
旧

宮
古
市
・
田
老
町
・
新
里
村
の
３

市
町
村
の
合
併
に
よ
る
新
市
の
誕

生
を
受
け
、
同
年
の
９
月
議
会
号

と
し
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

以
降
、
３
・
６
・
９
・
12
月
の
定

例
会
ご
と
に
年
４
回
発
行
さ
れ
、

今
号
で
通
算
50
号
と
な
り
ま
す
。

　

本
誌
は
市
議
会
の
活
動
と
、
市

政
の
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
届
け
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

議
員
が
執
筆
・
編
集
し
て
い
る
情

報
誌
で
す
。
内
容
は
８
名
で
構
成

す
る
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

で
決
定
し
、
分
か
り
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
誌
面
を
念
頭
に
作
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
１
月
、
宮
古
市
と
川

井
村
（
当
時
）
が
合
併
し
ま
し
た
。

合
併
前
後
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、

関
連
記
事
を
度
々
掲
載
し
、
市
民

の
関
心
の
高
か
っ
た
合
併
に
つ
い

て
情
報
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
ご
と
年
４
回
の
発
行

ペ
ー
ス
の
な
か
、
唯
一
号
外
と
し

て
出
さ
れ
た
の
が
、
第
15
号
で
す
。

こ
の
号
は
市
議
会
と
議
員
の
活
動

原
則
及
び
市
や
市
民
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
た
「
議
会
基
本
条
例
」

等
の
制
定
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
、

当
時
、
市
議
会
が
こ
の
テ
ー
マ
に

多
く
の
力
を
注
い
で
取
り
組
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
議
会
号
は
、
異

例
の
２
色
刷
り
４
ペ
ー
ジ
で
し
た
。

こ
れ
は
同
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、

ペ
ー
ジ
数
と
色
数
を
減
ら
し
、
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
発
行
し
た

も
の
で
す
。

　
表
紙
は
被
災
に
負
け
ず
花
開
い

た
公
園
の
桜
の
木
。
当
初
か
ら
現

在
ま
で
、
市
民
の
皆
様
へ
市
議
会

の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う

2

思
い
は
、
現
在
の
編
集
委
員
ま
で

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
６
月
議
会
号
よ
り
、

市
議
会
報
の
名
称
に
「
羅
針
盤
」

と
い
う
愛
称
が
つ
き
ま
し
た
。
こ

の
誌
名
に
は
、
航
海
に
お
け
る
方

位
磁
針
の
よ
う
に
、
市
民
と
議
会

が
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
共
に
考

え
行
動
す
る
た
め
の
指
針
と
な
り

た
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
市
民
の

方
々
と
の
対
談
な
ど
を
掲
載
す
る

「
市
民
と
の
対
談
」
の
連
載
が
開

始
、
裏
表
紙
に
カ
ラ
ー
写
真
を
挿

入
す
る
な
ど
、
誌
面
の
刷
新
を
行

い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
・
台
風
10
号
と

２
度
の
大
災
害
を
皆
様
と
共
に
乗

り
越
え
、
こ
こ
に
50
号
を
発
行
で

き
ま
し
た
。「
議
会
だ
よ
り
を
読

み
ま
し
た
よ
。」
の
言
葉
に
何
度

も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
発
達
し
て
い
る
な
か
で
、

議
会
と
市
民
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
誌
面
を
目

指
し
、
委
員
一
同
心
新
た
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長　
須
賀
原　
チ
エ
子

※
今
号
の
表
紙
は
49
号
ま
で
の
議
会

だ
よ
り
の
表
紙
を
並
べ
た
も
の
で
す
。

文
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
各
号
の
表

紙
を
、
カ
ラ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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み
や
こ
市
議
会
だ
よ
り
50
号

市
民
の
皆
様
に
市
議
会
の
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
の
広
報
誌
「
み
や
こ
市
議
会
だ
よ
り
羅
針
盤
」
が
、
本

号
で
50
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
平
成
17
年
10
月
に
第
１
号
が
発
行
さ
れ
て
以
来
の
12
年
間
の

議
会
報
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

特
集

合
併
で
新
創
刊

誌
面
は
議
員
手
作
り

川
井
合
併
も
誌
面
に

基
本
条
例
で
号
外

震
災
超
え
て
発
行
へ

誌
面
刷
新
・
羅
針
盤

親
し
ま
れ
る
広
報
誌

　みやこ市議会だより羅針盤が、
今号で通算 50 号を迎えました。
平成 17 年の旧宮古市・田老町
・新里村の合併により創刊され
た本誌の 12 年に渡る歴史を紐
解くと、川井村の編入、議会基
本条例の制定、東日本大震災の
発災、宮古市暴力団排除条例の制定など様々な出来事を
誌面で取り上げていることが分かります。
　本誌は市議会の活動を広く市民の皆様へとお知らせす
ることが目的の情報誌であり、誌面ではこれからも、宮
古市全体の幸福を願い、市政の様々な問題に真摯に向き
合い、その成果をお伝えしていきたいと考えております。
これまで取材にご協力いただいた市民の皆様、工夫を凝
らしながら誌面づくりに努めてきた先輩議員の皆様、同
僚議員、そして本誌を愛読してくださる市民の皆様に心
からの感謝を申し上げ、50 号のあいさつといたします。

　このたび「みやこ市議会だよ
り」が、創刊から 50 号を迎え
ましたことを、心からお慶び申
し上げます。
　思えば平成 17 年に、私が新
市の市議会議長を務めていた
当時、「みやこ市議会だより」
は産声を上げましたが、当時は合併によって 50 名の議
員が一堂に会し、議場は誠に圧巻ともいうべき熱気に満
ち溢れておりました。
　その後幾度かの改選を経て、現在 28 名の選良がその
使命を全うすべく、市政の運営に臨んでおられます。
　東日本大震災大津波発生以来、市議会議員各位は、一
日も早い郷土の復興を目指し、議長を先頭に一丸となっ
て邁進しておられますが、今後相次いで整備が完了する
復興道路をはじめ、交通インフラの目覚ましい進展に呼
応し、フェリー航路を始めとした物流・経済・観光・各
種産業の拠点の確立が急務となっております。
　大局に立った郷土の発展を目指し、更なる市議会のご
発展を、心からご祈念申し上げます。

みやこ市議会だより 羅針盤
50 号発行に寄せて

議長　前 川  昌 登

前議長　三 上　 敏

宮古市のさらなる発展を期待

50 名の議員による合併後の議場（第 1号）

合併関連 3議案の可決を報じる記事（第 17号）

震災の被害を伝える写真も多数掲載された（第 25号）

市民との対話企画・記事（第 40号）



　

宮
古
市
議
会
９
月
定
例
会
が
、

９
月
13
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で
の

30
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
29
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
１
件

を
承
認
、
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
条
例
、
意
見
書
な
ど
14
件

を
可
決
し
ま
し
た
。
請
願
１
件
は

採
択
、
陳
情
１
件
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
28
年
度
の
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
決

算
18
件
は
、
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
今
回
の
定
例
会
で
は
、
23

人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、

過
去
最
多
の
質
問
者
数
と
な
り
ま

し
た
。（
一
般
質
問
の
詳
細
は
10

〜
21
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
各

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
審
査
す

る
決
算
特
別
委
員
会
（
加
藤
俊
郎

委
員
長
）
は
議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
さ
れ
、
４
分
科
会
に
よ
り

４
日
間
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
11
日
に
は
市
長
へ
の
総

括
質
疑
が
行
わ
れ
、
３
人
が
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
歳
入

は
６
５
１
億
６
４
６
５
万
円
（
前

年
比
８
．
２
％
減
）、
歳
出
は

６
０
４
億
９
７
９
３
万
円
（
前
年

比
５
．
５
％
減
）
で
し
た
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
歳
入

が
８
４
２
億
１
３
９
万
円
、
歳
出

が
７
９
２
億
３
１
５
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
の
前
年
比
は
約

２
．
４
％
減
、執
行
率
は
79
．
７
％

で
し
た
。

　

10
月
12
日
の
本
会
議
で
は
、
審

査
の
結
果
を
決
算
特
別
委
員
会
委

員
長
が
報
告
し
、
一
般
会
計
と
国

民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

で
討
論
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
特

別
会
計
、
企
業
会
計
16
件
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。（
各
分
科
会
の
審
査
内
容

に
つ
い
て
は
７
〜
９
ペ
ー
ジ
を
参

照
）

　
９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
条
例

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
宮
古
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　
基
金
条
例

▼
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
、
更

　
新
等
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る

　
た
め
の
基
金
の
設
置
を
定
め
た

　
条
例
で
す
。

○
平
成
28
年
台
風
第
10
号
豪
雨
災

　
害
の
被
災
者
に
対
す
る
へ
き
地

　
保
育
所
、
児
童
館
及
び
学
童
の

　
家
の
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
へ
き

　

地
保
育
所
、
児
童
館
及
び
学
童

　
の
家
の
使
用
料
の
免
除
期
間
を

　
今
年
の
12
月
ま
で
延
長
す
る
こ

　
と
を
定
め
た
条
例
で
す
。

○
宮
古
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及

　
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
定
数
条
例

▼
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

　
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
た

　
条
例
で
す
。

○
宮
古
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

　
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

　

報
酬
額
や
、
農
業
委
員
等
へ
の

　
活
動
実
績
に
応
じ
た
報
酬
の
支

　
給
を
定
め
る
た
め
の
条
例
で
す
。

4

　
９
月
議
会
で
は
、
請
願
１
件
と

陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

  

採　
択 　
教
職
員
定
数
改
善
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
を
求
め
る
請
願

　
（
請
願
者　

岩
手
県
教
職
員
組

合
下
閉
伊
支
部
支
部
長　

菅
原
昭

敬
）

  

不
採
択 　
防
潮
堤
・
閉
伊
川
水

門
を
調
査
・
検
証
す
る
特
別
機
関

を
設
置
す
る
陳
情

　
（
陳
情
者　
「
鍬
ヶ
崎
の
防
潮
堤

を
考
え
る
会
」
代
表　

鳥
居
清
蔵 

ほ
か
１
名
）

■
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

　
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復

　
元
を
求
め
る
意
見
書

　
　

子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
、
主
体

　
的
な
取
り
組
み
を
引
き
出
す
教

　

育
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
そ

　
の
た
め
の
条
件
整
備
が
不
可
欠

　

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
定

　
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

　
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
求
め

　
る
も
の
。

　
（
提
出
者
：
教
育
民
生
常
任
委

　

  

員
会
委
員
長　
橋
本
久
夫
）

■
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財

　
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

　
律
の
規
定
に
よ
る
補
助
率
等
の

　
か
さ
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め

　
る
意
見
書

　
　

現
在
、
道
路
整
備
事
業
に
係

　
る
国
の
補
助
率
等
は
か
さ
上
げ

　
さ
れ
て
い
る
が
平
成
29
年
度
ま

　

で
の
時
限
措
置
で
あ
る
。
平
成

　
30
年
度
以
降
も
継
続
す
る
と
と

　

も
に
、
地
方
創
生
を
果
た
す
た

　
め
に
必
要
な
道
路
整
備
が
図
ら

　
れ
る
よ
う
補
助
率
等
の
拡
充
措

　
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る

　
も
の
。

　
（
提
出
者
：
建
設
常
任
委
員
会

　

  

委
員
長　
髙
橋
秀
正
）

5

９　
月

定
例
会

市
議
会
９
月
定
例
会
で
可
決
・
認
定
さ
れ
た
平
成
29
年
度
補
正
予
算
、

主
な
条
例
・
意
見
書
・
請
願
・
陳
情
な
ど
の
議
案
及
び
平
成
28
年
度

決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

35
の
議
案
を
審
査

決
算
は
分
科
会
審
査

28
年
度
決
算
の
概
要

可
決
さ
れ
た
条
例

請
願
・
陳
情
の
審
議

賛否の一覧
　9 月定例会本会議での、賛否の分
かれた議案の議決結果は下記の通り
でした。
　３つの議案とも、反対の立場で討
論がされたのち、起立による採決を
行い、賛成多数により認定・可決さ
れました。賛成の立場での討論はあ
りませんでした。

認　
定

第
２
号

認　
定

第
１
号

議　
案

第
２
号

議案番号

今 村　　 正
小 島　直 也
木 村　　 誠
佐々木 清 明
白 石　雅 一
鳥 居　　 晋
中 島　清 吾
伊 藤　　 清
熊 坂　伸 子
西 村　昭 二
佐々木 重 勝
須賀原チエ子
髙 橋　秀 正
橋 本　久 夫
古 舘　章 秀
工 藤 小百合
坂 本　悦 夫
長 門　孝 則
佐々木　  勝
落 合　久 三
竹 花　邦 彦
畠 山　　 茂
坂 下　正 明
松 本　尚 美
藤 原　光 昭
田 中　　 尚
加 藤　俊 郎
前 川　昌 登

議案名

平
成
28
年
度
宮
古
市
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
宮
古
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
宮
古
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
×
○
○
○
○
○
×
○
−

○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
×
○
×
○
−

○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
×
○
−

討  論
本会議での採択にあたり、以下
の３つの議案について討論が行
われました。概要をお知らせし
ます。

◎議案第２号　平成 29 年度宮古市一般会計補正予算（第 4 号）
　発言者　田中　尚　議員（反対討論）
　津波遺構施設エレベーター棟整備、道路新設改良（八幡沖鉄道
　踏切線）の内容や議会への協議不足により反対したもの。
◎認定第１号　平成 28 年度宮古市一般会計歳入歳出決算の認定に
　　　　　　　ついて
　発言者　田中　尚　議員（反対討論）
　復興計画における５つのプロジェクト等の施策について、成果
　や進捗に容認できない点があるとして反対したもの。
◎認定第２号　平成 28 年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計
　　　　　　　歳入歳出決算の認定について
　発言者　落合久三　議員（反対討論）
　平成 27 年度議会での税率引き上げにも関わらず、歳入不足によ
　る繰入が生じたこと等に対して反対したもの。

平
成
28
年
度
決
算
を
認
定

平
成
29
年
度
補
正
予
算
を
可
決

可
決
し
た
意
見
書

○＝賛成者　×＝反対者
−＝議長…採決には加わらない
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（
分
科
会
長　
佐
々
木
勝
）

◆
一
般
会
計
・
歳
出
◆

■
人
事
関
係

問　

時
間
外
勤
務
手
当
が
27
年
度

よ
り
増
え
て
い
る
。
１
人
当
た
り

の
時
間
外
勤
務
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

１
人
当
た
り
年
間 

２
９
７

時
間
で
、
台
風
対
応
や
国
体
開
催

な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
若
干

増
え
て
い
る
。
震
災
後
、
時
間
外

勤
務
が
増
加
し
て
き
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
、
毎
週
水
曜
日
と
給
料

日
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
徹
底
し
て

い
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
事
務

問　

返
礼
品
は
海
産
物
が
人
気
の

よ
う
だ
が
、
農
産
品
や
米
を
入
れ

て
は
ど
う
か
。

答　
全
国
的
に
返
礼
品
の
人
気
商

品
は
肉
と
米
で
あ
る
。
市
内
事
業

者
に
も
説
明
し
て
き
た
が
、
今
の

と
こ
ろ
手
を
上
げ
る
と
こ
ろ
は
出

て
き
て
い
な
い
。
市
で
収
穫
さ
れ

た
米
で
あ
れ
ば
要
件
を
満
た
し
て

い
る
の
で
ぜ
ひ
出
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
る
。

■
路
線
バ
ス
対
策
事
業

問　

路
線
バ
ス
ツ
ア
ー
４
回
実
施

の
効
果
と
最
終
目
標
値
を
伺
う
。

答　
バ
ス
に
乗
る
機
会
を
提
供
し

つ
つ
、
利
用
者
の
増
加
を
目
指
す

も
の
。
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

こ
と
で
バ
ス
に
乗
る
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

■
結
婚
支
援
事
業

問　

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の

補
助
件
数
が
１
件
と
の
こ
と
だ
が
、

告
知
不
足
だ
っ
た
の
か
。

答　
昨
年
10
月
に
開
始
し
た
事
業

で
あ
る
。
婚
姻
届
提
出
の
際
に
も

事
業
周
知
を
し
て
い
る
が
、
結
果

１
件
の
補
助
と
な
っ
た
。
今
年
度

も
広
報
等
で
周
知
し
て
お
り
、
今

現
在
３
件
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

問　

今
年
、
初
め
て
隊
員
が
着
任

し
た
が
、
昨
年
の
募
集
と
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

答　
今
年
度
は
、
テ
ー
マ
を
絞
っ

て
募
集
し
た
。

■
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事

　
業

問　

建
設
事
業
用
地
土
壌
汚
染

対
策
工
事
費
に
つ
い
て
、
説

明
で
は
１
億
２
８
０
０
万
円

で
あ
っ
た
が
、
決
算
額
は

１
億
３
２
７
７
万
８
４
４
０
円
と

予
算
超
過
し
て
い
る
。
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答　
昨
年
６
月
23
日
か
ら
10
月
30

日
ま
で
の
工
期
で
工
事
を
し
た
が
、

転
石
等
の
ふ
る
い
分
け
や
台
風
の

到
来
な
ど
で
当
初
予
定
し
て
い
な

か
っ
た
作
業
や
資
機
材
の
リ
ー
ス

分
な
ど
昨
年
９
月
に
増
額
変
更
し

た
。

■
消
防
用
設
備
等
の
維
持
管
理

問　

市
全
体
で
、
老
朽
化
に
よ
り

修
理
が
予
想
さ
れ
る
も
の
が
あ
る

か
。

答　
防
火
水
槽
の
老
朽
化
が
進
む

の
は
、
一
般
的
に
地
上
に
露
出
し

て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
防
火
水
槽
が
数
カ
所
あ
り
、

今
後
こ
れ
ら
の
修
理
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
一
般
会
計
・
歳
入
◆

■
市
税

問　

市
税
収
納
率
は
、
県
内
14
市

中
ト
ッ
プ
の
99
・
２
％
で
あ
る
が
、

ど
う
い
う
評
価
を
し
て
い
る
か
。

答　
平
成
11
年
当
時
は
県
内
市
中

最
下
位
で
あ
っ
た
。
他
の
市
に
先

駆
け
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
こ
と
、
振
興
局
と
連
携
し
た

こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
４
年
連
続

で
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

（
分
科
会
長　
橋
本
久
夫
）

◆
一
般
会
計
・
歳
出
◆

■
市
民
共
同
推
進
事
業

問　

自
治
組
織
の
活
動
費
、
備
品

や
拠
点
設
置
・
維
持
に
か
か
る
費

用
の
扱
い
が
、
地
域
ご
と
に
差
が

あ
る
と
感
じ
る
。
不
公
平
感
も
含

め
、
是
正
す
る
方
法
を
検
討
し
て

い
る
か
。

答　

地
域
力
向
上
支
援
補
助
金
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金

に
よ
り
、
自
治
組
織
の
立
ち
上
げ

や
、
既
存
組
織
の
強
化
を
支
援
し

て
い
る
の
で
、
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
民
生
委
員
事
務

問　

民
生
委
員
の
充
足
率
は
。
平

均
年
齢
は
。

答　
平
成
28
年
度
は
１
０
０
％
で

あ
る
。
平
均
年
齢
の
デ
ー
タ
は
な

い
が
、
75
歳
未
満
の
方
に
委
嘱
し

て
い
る
。

問　

他
の
自
治
体
で
は
、
民
生
委

員
に
協
力
員
を
つ
け
、
業
務
を
補

佐
さ
せ
つ
つ
世
代
交
代
を
促
す
制

7

総
務
分
科
会

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
28
年
度
決
算

の
、分
科
会
ご
と
の
審
査
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
報
告

平
成
28
年
度
決
算
審
査

教
育
民
生
分
科
会

平成 29 年度
一般会計・特別会計・企業会計

補正予算を可決
介護施設建設費補助・学校照明 LED 化

津波遺構へのエレベーター整備など決まる
　平成 29 年度一般会計補正予算は、既に議決されている
歳入・歳出に、それぞれ 30 億 2802 万円を追加し、予
算総額は 510 億 280 万円となりました。
　主な歳入は繰越金 24 億 9459 万円などです。

LED 化された学校体育館の照明
平成 29 年度会計別  ９月補正の内容【歳出】

⑴一般会計
⑵特別会計
　国民健康保険事業勘定
　国民健康保険診療施設勘定
　介護保険事業
　介護保険サービス事業勘定
⑶企業会計
　下水道事業　収益的収入
　　　〃　　　　〃　支出
　下水道事業　資本的収入
　　　〃　　　　〃　支出

区分
会計別

予　　　　算　　　　額

補正前の額 補　正　額 計

479 億 7478 万円

86 億 250 万円
5 億 9778 万円

67 億 8114 万円
480 万円

17 億 3525 万円
16 億 7552 万円
44 億 6425 万円
50 億 6360 万円

30 億 2802 万円

△ 346 万円
158 万円

1 億 2290 万円
110 万円

8230 万円
6666 万円
6494 万円
7904 万円

510 億 280 万円

85 億 9903 万円
5 億 9936 万円
69 億 404 万円

590 万円

18 億 1755 万円
17 億 4218 万円
45 億 2919 万円
51 億 4264 万円

今回補正の主な事業（一般会計）

介 護 施 設 整 備 事 業

地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業

津 波 遺 構 施 設
エ レ ベ ー タ ー 整 備 事 業
防 　 災 　 事 　 業

小 学 校 維 持 管 理 事 業

老 木 公 園 管 理 事 業
道 路 河 川 災 害 復 旧 事 業

【28年 台風10号】

認知症の高齢者に対応できる、グループホームの
建設費用を補助します。
すくすくランドなどの地域子育て支援拠点の整備
を行います。
津波遺構にエレベーター棟を整備するための設計
を行います。
市民斡旋用の防災ラジオを購入します。
市内小学校の体育館の照明を LED 化し、設備の省
エネ化・長寿命化を行います。
老木公園の芝管理、倉庫設置などを行います。
台風 10 号で被災した道路や河川の復旧工事を行
います。

1 億 2800 万円

1336 万円

475 万円

446 万円

1 億 1900 万円

610 万円

11 億 7800 万円

事　　　業　　　名 補　正　額 事　　業　　内　　容



度
も
あ
る
よ
う
だ
。
本
市
で
検
討

し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答　
民
生
委
員
の
業
務
は
多
忙
化
、

複
雑
化
し
て
い
て
負
担
が
大
き
い
。

協
力
員
の
育
成
で
か
え
っ
て
業
務

が
増
え
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

直
ち
に
は
難
し
い
。

■
障
害
者
福
祉
一
般
事
業

問　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
交
付

状
況
に
つ
い
て
。
1
人
当
た
り
の

タ
ク
シ
ー
券
利
用
枚
数
が
11
枚
と

の
こ
と
だ
が
、
交
付
枚
数
は
足
り

て
い
る
か
。

答　
１
か
月
２
枚
の
計
算
で
、
最

大
24
枚
ま
で
交
付
し
て
い
る
。
限

度
枚
数
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
需
要
は
充

足
し
て
い
る
と
考
え
る
。

■
へ
き
地
患
者
輸
送
事
業

問　

週
に
1
度
の
運
行
で
は
、
週

に
2
回
以
上
通
院
が
必
要
な
透
析

患
者
な
ど
に
は
対
応
で
き
な
い
の

で
は
。

答　
透
析
患
者
か
ら
運
行
の
要
望

は
な
い
。
ま
た
、
事
業
の
目
的
は
、

至
近
の
医
療
機
関
へ
患
者
を
輸
送

す
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
個
別
の
事
情
で
輸
送
す
る
も
の

で
は
な
い
。

■
縄
文
の
森
公
園
整
備
事
業

問　

三
陸
沿
岸
道
路
が
開
通
す
る

と
、
現
在
の
国
道
の
交
通
量
は
減

少
す
る
。
誘
客
の
方
策
は
あ
る
の

か
。

答　
他
の
観
光
資
源
や
震
災
遺
構

と
の
連
携
を
行
い
誘
客
し
た
い
。

ま
た
、
博
物
館
登
録
も
行
い
、
魅

力
的
な
施
設
づ
く
り
に
努
め
る
。

◆
一
般
会
計
・
歳
入
◆

■
民
生
費
負
担
金

問　

保
育
料
の
滞
納
に
関
連
し
て
、

保
育
に
か
か
る
費
用
を
受
益
者
等

に
周
知
す
る
必
要
を
感
じ
る
。
子

ど
も
一
人
当
た
り
の
保
育
に
か
か

る
費
用
は
い
く
ら
か
。
コ
ス
ト
意

識
を
共
有
す
る
た
め
、
市
民
に
公

表
し
て
は
。

答　
保
育
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、

ど
の
部
分
が
公
表
に
適
す
る
か
は

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
分
科
会
長　
工
藤
小
百
合
）

◆
一
般
会
計
・
歳
出
◆

■
津
波
遺
構
保
存
基
金
積
立
金

問　

震
災
の
風
化
に
よ
り
、
今
後
、

寄
附
金
な
ど
が
減
少
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
が
、
津
波
遺
構
保
存

の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
は
考
え
て
い

る
か
。

答　
震
災
遺
構
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
ア
ピ
ー
ル
は
現
在
も
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

平
成
33
年
は
震
災
か
ら
10
年
と
な

る
が
、
そ
う
い
っ
た
節
目
の
年
に

は
、
よ
り
強
く
震
災
遺
構
の
意
義

な
ど
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
。

■
労
働
行
政
事
業

問　

宮
古
市
勤
労
者
生
活
安
定
資

金
融
資
制
度
は
役
割
を
終
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

か
。

答　

こ
こ
数
年
は
１
、２
件
で
推

移
し
て
い
る
が
、
勤
労
者
の
生
活

安
定
資
金
と
い
う
融
資
制
度
で
最

も
利
率
も
低
い
た
め
、
こ
の
制
度

は
残
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

■
農
業
振
興
対
策
事
業

問　

い
わ
て
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
専
業
農
家

と
し
て
や
っ
て
い
け
る
経
営
規
模

か
。

答　
実
態
は
、
就
農
５
年
目
で
も

農
業
収
入
が
十
分
で
な
く
、
給
付

金
が
な
く
な
れ
ば
生
活
は
安
泰
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
年
か

ら
、
就
農
者
同
士
チ
ー
ム
を
組
ん

で
土
地
及
び
人
手
を
シ
ェ
ア
す
る

方
法
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

り
規
模
を
拡
大
し
、
人
手
不
足
を

解
消
し
て
農
業
収
入
を
上
げ
よ
う

と
い
う
動
き
が
出
て
い
る
。

■
廻
来
船
誘
致
対
策
事
業

問　

誘
致
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

て
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

現
在
、
県
外
で
は
北
海
道
、

い
わ
き
、
銚
子
、
富
山
の
サ
ン

マ
船
、
県
内
の
沖
合
底
曳
船
、
タ

ラ
延
え
縄
、
イ
カ
釣
り
な
ど
の
船

主
、
船
頭
を
訪
ね
、
水
揚
げ
の
御

礼
と
継
続
し
た
水
揚
げ
の
お
願
い

を
し
て
い
る
。
す
べ
て
は
難
し
い

が
、
今
で
き
る
範
囲
で
水
揚
げ
に

つ
な
が
る
主
な
と
こ
ろ
を
中
心
に

展
開
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
考

え
方
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■
商
工
振
興
事
業

問　

商
業
振
興
対
策
事
業
費
補
助

に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

補
助
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

答　
大
勢
の
市
民
の
方
に
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
。
併

せ
て
、
街
な
か
復
興
市
な
ど
で
は
、
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一
時
的
で
は
あ
る
が
商
店
街
の
売

り
上
げ
に
寄
与
し
て
い
る
と
思
う
。

人
が
歩
か
な
け
れ
ば
商
店
街
の
売

り
上
げ
も
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
か

ら
不
必
要
と
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
一
般
会
計
・
歳
入
◆

■
使
用
料
及
び
手
数
料

問　

市
民
農
園
利
用
者
何
人
分
の

使
用
料
か
。

答　
収
入
額
13
万
９
５
９
０
円
の

う
ち
、
市
民
農
園
の
使
用
料
は

13
万
３
６
４
０
円
で
、
利
用
者
数

は
12
名
で
あ
る
。

◆
特
別
会
計
◆

■
魚
市
場
事
業
特
別
会
計

問　

魚
市
場
運
営
委
員
会
の
役
割

は
非
常
に
重
要
と
考
え
る
が
、
形

骸
化
し
て
い
る
の
で
は
。
委
員
の

入
れ
替
え
も
含
め
て
相
談
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
実
態
に
合
っ
た
と
こ
ろ
で
委

員
を
選
任
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
年

に
１
回
の
開
催
が
続
い
て
き
て
い

る
。
今
後
は
、
年
に
何
回
か
必
要

に
応
じ
て
開
催
し
、
よ
り
よ
い
市

場
運
営
に
な
る
よ
う
な
形
で
の
委

員
会
と
し
た
い
。

（
分
科
会
長　
髙
橋
秀
正
）

■
仮
設
住
宅
管
理
事
業

問　

入
居
者
の
再
建
が
市
の
解
体

計
画
に
間
に
合
わ
な
い
方
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　
特
定
延
長
の
再
延
長
に
該
当

す
る
方
も
お
り
、
そ
の
方
は
制
度

上
認
め
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
再

建
が
見
込
め
ず
、
引
き
続
き
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

で
あ
る
。
生
活
課
や
福
祉
課
等
と

連
携
し
て
相
談
に
努
め
て
い
る
。

県
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
派
遣
制
度
の
活
用
や
住
ま
い

の
相
談
会
な
ど
で
、
プ
ラ
ン
を
提

案
し
な
が
ら
進
め
、
で
き
る
だ
け

早
く
再
建
の
目
処
を
立
て
て
い
た

だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

問　

土
地
区
画
整
理
事
業
で
、
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
方
が
、
将
来
は

高
台
へ
の
移
転
を
希
望
す
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い

う
方
の
た
め
に
区
画
を
確
保
す
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答　
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
被
災

し
た
方
の
た
め
に
造
成
し
た
土
地

な
の
で
、
分
譲
価
格
は
不
動
産
鑑

定
し
時
価
で
売
買
を
し
て
い
る
。

造
成
に
要
し
た
経
費
な
ど
は
上
乗

せ
し
て
い
な
い
。
移
転
対
象
者
以

外
の
方
へ
の
売
買
で
あ
れ
ば
、
経

費
の
上
乗
せ
を
ど
う
す
る
の
か
な

ど
の
問
題
も
あ
る
。
慎
重
に
考
え

て
い
き
た
い
。

■
道
路
新
設
改
良
事
業

問　

河
南
高
浜
線
道
路
整
備
は
、

当
初
約
13
億
６
７
０
０
万
円
の
事

業
費
で
、
平
成
30
年
度
完
成
予
定

だ
っ
た
が
、
修
正
測
量
設
計
の
実

施
に
よ
り
変
更
が
生
じ
る
の
か
。

答　
試
算
段
階
だ
が
、
ル
ー
ト
変

更
に
よ
り
全
体
事
業
費
を
約
16
億

円
、
完
成
年
度
は
30
年
度
か
ら
31

年
度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

◆
一
般
会
計
・
歳
入
◆

■
使
用
料
及
び
手
数
料

問　

市
営
住
宅
使
用
料
の
収
入
未

済
額
が
１
億
円
を
超
え
た
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

収
入
未
済
額
が
１
億
56
万

１
３
６
２
円
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
平
成
17
年
度
以
降
、
法

的
措
置
を
講
じ
な
い
ま
ま
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
額
は
出
納
閉
鎖
時
の
５

月
末
の
金
額
だ
が
、
８
月
末
で

は
９
６
７
８
万
９
９
６
１
円
と

３
７
７
万
１
４
０
１
円
ほ
ど
収
入

さ
れ
て
い
る
が
納
付
が
足
り
な
い

状
況
で
あ
る
。
分
納
誓
約
を
結
ん

で
い
る
の
が
約
４
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
残
り
３
５
０
０
万

円
は
分
納
納
付
催
告
中
で
あ
る
。

死
亡
、
居
場
所
不
明
は
約
90
万
円
、

自
己
破
産
な
ど
不
納
欠
損
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

５
０
０
万
円
ほ
ど
あ
る
。

　

多
額
の
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、

配
達
証
明
で
通
知
し
て
い
る
。
臨

戸
訪
問
や
今
年
度
は
連
帯
保
証
人

に
通
知
す
る
こ
と
を
予
告
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
１
件
１
０
０
万
円
以

上
の
滞
納
者
に
つ
い
て
、
分
納
誓

約
に
結
び
付
く
件
数
が
多
く
、
滞

納
整
理
を
続
け
て
い
き
た
い
。
最

終
的
に
納
付
に
応
じ
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
法
的
措
置
を
講
ず
る
ま

で
、
手
順
を
踏
ん
で
進
め
て
い
き

た
い
。

◆
企
業
会
計
◆

■
水
道
事
業
会
計

問　

有
収
率
が
78
・
68
％
と
い
う

こ
と
で
、
１
・
21
％
減
少
し
て
い

る
。
原
因
は
何
か
。

答　
有
収
率
の
減
少
は
有
収
水
量

の
減
少
が
理
由
で
あ
る
。
台
風
10

号
で
被
災
し
た
方
の
減
免
を
２
カ

月
間
行
っ
た
。
そ
の
減
免
の
数
量

が
、
９
万
８
０
０
０
ト
ン
と
な
る
。

減
免
が
な
か
っ
た
と
し
て
計
算
す

る
と
、
有
収
率
は
79
・
94
％
と
な

る
。
そ
う
す
る
と
前
年
と
比
べ
０・

０
５
％
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

と
分
析
し
て
い
る
。

9

経
済
分
科
会

多くの出店や出し物で賑わった復興市

建
設
分
科
会

河南高浜線の工事の様子

縄文の森公園での弓矢体験
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一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
を
問
う

須賀原チエ子  議員（ネクストみやこ）
　１　三陸鉄道移管に伴う駅の整備方針について
　２　閉伊川緑地公園へのドッグランの整備について
　３　高レベルの放射性廃棄物の最終処分場について
田中　尚  議員（日本共産党）
　１　公共施設の再配置計画等について
　２　高齢者の免許返上を促す優遇措置の創設について
古舘  章秀  議員（ネクストみやこ）
　１　重要港湾宮古港の利用促進について
　２　有害鳥獣対策の取り組みについて
　３　国道106号新区界トンネル開通後の「道の駅区界高原」について
坂本  悦夫  議員（新風クラブ）
　１　保育行政について
熊坂  伸子  議員（無所属）
　１　中心市街地の将来ビジョンについて
　２　フェリー航路開設後の振興策について
　３　宮古市教育の大綱について
佐々木　勝  議員（尽政クラブ）
　１　宮古市水田農業政策について
　２　宮古市管理河川の点検について
今村　正  議員（無所属）
　１　中小河川豪雨対策について
　２　高齢運転者対策について
松本  尚美  議員（無所属クラブ）
　１　合併の検証と地区別再生計画の策定実施
　２　経済拠点「道の駅」設置について
伊藤　 清  議員（無所属クラブ）
　１　廃校の有効利用について
　２　自立・社会復帰に農業体験を
　３　スマート農業の取り組みを
工藤  小百合  議員（ネクストみやこ）
　１　医療費無料化等について
　２　教員の勤務実態について
中島  清吾  議員（日本共産党）
　１　国民健康保険の広域化について
　２　教育再生首長会議への市長の参加意欲について
佐々木  重勝  議員（ネクストみやこ）
　１　崎山貝塚縄文の森公園について
　２　農業委員会法の改正について
髙橋  秀正  議員（復興を考える会）
　１　科学的特性マップについて
　２　浸水対策について
竹花  邦彦  議員（新風クラブ）
　１　新たな施策としての「子ども・子育て基金（仮称）」の創設について
　２　介護保険制度改正と第 7期介護保険事業計画策定について
落合  久三  議員（日本共産党）
　１　漁業担い手育成事業の拡充について
　２　就学援助事業の拡充について
　３　閉伊川水門工事の検証と見直しについて
長門  孝則  議員（無所属クラブ）
　１　宮古創生と産業振興について
木村　誠  議員（ネクストみやこ）
　１　一次産業について
　２　観光業について
　３　交通弱者への対応について
小島  直也  議員（公明党）
　１　不登校児童生徒への対応について
　２　ＡＥＤの活用について
藤原  光昭  議員（新風クラブ）
　１　保育所の待機児童解消策について
　２　国道340号押角トンネル前後の未整備区間の早期事業化について
橋本  久夫  議員（ネクストみやこ）
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Ｊ
Ｒ
か
ら
三
陸
鉄
道
に
移
管
さ
れ
来
年

　
　
度
供
用
予
定
の
宮
古
、
磯
鶏
、
津
軽
石
の

各
駅
の
整
備
予
定
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
復
旧
工
事
を
行
い
、
完

了
後
に
本
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
る
。
駐
車
場
の

増
設
、
屋
根
付
き
駐
輪
場
及
び
照
明
の
整
備
に

つ
い
て
は
引
渡
し
後
、
各
駅
の
状
況
を
踏
ま
え

必
要
性
を
判
断
し
対
応
す
る
。

　
　
　
新
駅
の
整
備
は
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
八
木
沢
地
区
、
払
川
地
区
の
新
駅
に
は

待
合
室
、
屋
根
付
き
駐
輪
場
、
停
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
及
び
照
明
の
設
置
が
必
要
と
認
識
。
地

域
住
民
と
詳
細
を
詰
め
る
。

■
閉
伊
川
緑
地
公
園
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

　
　
　

台
風
10
号
で
被
災
し
た
閉
伊
川
緑
地
公

　
　
園
が
復
旧
中
で
あ
る
。
公
園
へ
の
ド
ッ
グ

ラ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
県
は
即
撤
去
で
き
る
支

柱
な
ど
は
設
置
を
認
め
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
当
市
で
も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

　
　
山
本
市
長

　
　
　

愛
犬
家
に
と
っ
て
、
リ
ー
ド
を
外
し
自

由
に
運
動
さ
せ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
大
変
魅
力

的
な
施
設
と
認
識
し
て
い
る
が
、
閉
伊
川
緑
地

公
園
へ
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
衛
生
的
に
管
理
運
営

す
る
事
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
常
設
は
難
し
い

と
考
え
る
。

■
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に

　
つ
い
て

　
　
　

当
市
は
、
本
年
7
月
28
日
に
国
が
公
表

　
　
し
た
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
に
か
か
る
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
で
「
好
ま

し
い
地
域
」
と
さ
れ
て
い
る
。
県
で
は
最
終
処

分
地
を
受
け
入
れ
る
考
え
は
な
い
。
市
の
考
え

を
問
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
、

観
光
産
業
へ
の
風
評
被
害
の
防
止
の
観
点
か
ら
、

県
と
同
様
に
受
け
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

須賀原チエ子 議員

復旧が待たれる津軽石駅

質問答弁
三
陸
鉄
道
移
管
に
伴

う
駅
の
整
備
方
針
は

新
駅
に
待
合
室
、

屋
根
付
き
駐
輪
場
を

問答

問答

　
　
　
①
国
道
１
０
６
号
新
区
界
ト
ン
ネ
ル
工

　
　
事
完
成
後
の
、
道
の
駅
区
界
高
原
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。
②
１
０
６
急
行
バ
ス
の
運

行
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。
③
道
の
駅
区
界
高
原

売
店
は
地
域
唯
一
の
商
店
で
、
買
い
物
弱
者
対

策
と
し
て
利
便
性
を
高
め
る
と
し
た
が
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
県
で
は
、
道
の
駅
区
界
高
原
は
、
新

ル
ー
ト
開
通
後
も
機
能
継
続
し
た
い
と
の
意
向
。

施
設
活
用
は
門
馬
地
域
自
治
協
議
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。
②
バ
ス
路
線
は
日
常

生
活
の
交
通
手
段
と
し
て
重
要
。
利
便
性
に
配

慮
し
た
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め
る
。
③
住
民

ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
よ
う
施
設
管
理
者
と
連
携
し

対
応
す
る
。

■
宮
古
港
を
Ｉ
Ｌ
Ｃ
用
資
機
材
の
輸
送
拠
点
に

　
　
　
①
宮
古
港
を
Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア
コ

　
　
ラ
イ
ダ
ー
）
建
設
用
資
機
材
の
輸
送
拠
点

と
す
る
た
め
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き
。
②
北
極

海
航
路
開
設
を
見
込
み
、
宮
古
港
を
ハ
ブ
港
と

す
る
た
め
の
調
査
等
を
行
う
組
織
を
築
く
べ
き
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
岩
手
県
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
等
を
通

じ
情
報
収
集
し
、
誘
致
の
際
に
は
宮
古
港
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。
②
宮
古
港
利
用
促

進
協
議
会
で
情
報
収
集
し
、
今
後
の
状
況
を
注

視
・
検
討
し
て
い
く
。

■
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
駆
除
を
市
独
自
で

　
　
　
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
が
確
認
さ
れ
被
害
も

　
　
発
生
し
て
い
る
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
保
護
・

管
理
の
失
敗
を
教
訓
に
、
早
急
に
市
独
自
で
駆

除
対
策
を
構
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

北
上
山
地
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
絶
滅
危
惧

種
の
た
め
、
捕
獲
で
き
な
い
。
イ
ノ
シ
シ
は
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
て
対
策
を
検
討
す
る
。

田中　  尚 議員

質問答弁
重
複
公
共
施
設
の

削
減
方
向
は

機
能
の
集
約
・

複
合
化
や
見
直
し
で

複合施設として再配置が検討
されている田老総合事務所

　
　
　
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
の
具
体
化
は

　
　
合
併
で
生
じ
た
各
種
重
複
施
設
の
削
減
が

目
標
に
な
る
。
当
然
、
地
域
住
民
の
理
解
と
合

意
が
前
提
だ
が
、
そ
も
そ
も
策
定
段
階
で
住
民

の
参
加
機
会
を
ど
う
保
証
し
て
い
た
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
策
定
に
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
検
討
委

員
会
等
、
宮
古
市
参
画
推
進
条
例
に
よ
り
、
機

会
を
確
保
し
て
い
る
。
同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
公
共

施
設
へ
の
今
後
の
方
向
性
で
市
民
意
向
の
把
握

を
目
的
に
３
千
人
に
実
施
し
た
。
再
配
置
の
方

向
性
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
配
慮
、

行
政
機
能
の
集
約
・
複
合
化
や
機
能
の
見
直
し

を
進
め
る
。

　
　
　
児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
う
小
中
学
校
の

　
　
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
。
廃
校
舎
の
転
用

等
有
効
利
活
用
が
地
域
の
課
題
だ
。
廃
校
舎
利

活
用
計
画
の
策
定
等
、
事
業
推
進
に
向
け
た
担

当
組
織
等
、
そ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
廃
校
舎
の
利
用
は
①
他
の
公
共
施
設
へ

の
転
用
、
②
民
間
や
地
域
へ
の
貸
付
ま
た
は
売

却
、
③
建
物
の
解
体
の
３
段
階
で
考
え
て
い
く
。

廃
校
舎
８
校
中
、
重
茂
地
区
の
２
小
学
校
の
校

舎
お
よ
び
体
育
館
は
解
体
が
完
了
し
て
い
る
。

他
は
政
策
調
整
会
議
で
転
用
の
可
能
性
を
検
討

し
て
い
る
。

■
運
転
免
許
返
上
へ
の
優
遇
措
置
の
創
設
を

　
　
　
交
通
事
故
の
未
然
防
止
へ
、
県
内
他
市

　
　
の
よ
う
に
高
齢
者
の
免
許
返
上
を
促
す
優

遇
措
置
な
ど
を
具
体
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

昨
年
度
の
免
許
返
納
者
数
は
82
名
で
、

前
年
の
１・５
倍
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。
県
内

で
は
５
市
や
企
業
が
運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示

で
、
優
遇
制
度
や
運
賃
補
助
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
自
主
返
納
へ
の
新
た
な
施
策

と
と
も
に
移
動
手
段
の
確
保
も
研
究
す
る
。

問答

問

問答

答

古舘  章秀 議員

継続見通しの
道の駅区界高原・バス停

質問答弁
新
ル
ー
ト
開
通
後
の

道
の
駅
区
界
高
原
は

道
の
駅
機
能
は

継
続
予
定

問

答

問答

問答

問

答

答

問
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多
く
の
山
地
で
表
層
崩
壊
が
発
生
し
、

　
　
こ
れ
に
伴
い
大
量
の
土
砂
や
流
木
が
被
害

を
拡
大
さ
せ
、
復
旧
、
復
興
を
よ
り
困
難
な
も

の
と
し
て
い
る
。
土
砂
・
流
木
の
対
策
の
た
め
、

流
木
を
ダ
ム
貯
水
池
で
捕
捉
し
た
り
、
砂
防
ダ

ム
を
増
設
し
た
り
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
対
策
の
住
民
避
難
も
併

せ
て
行
い
、
安
全
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
を
導
入
す

べ
き
だ
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

近
年
の
気
象
変
動
に
よ
り
、
局
地
的
、

集
中
的
に
雨
が
降
る
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
市
の
管
理
河
川
で

あ
る
松
山
川
、
大
森
川
な
ど
の
浚
渫
を
今
年
度

中
に
実
施
す
る
。
ま
た
県
管
理
河
川
に
つ
い
て

は
、
河
川
内
の
支
障
木
伐
採
、
堆
積
土
砂
及
び

流
木
の
撤
去
な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理
を
要
望

し
、
砂
利
採
取
計
画
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
旨
の
回
答
を
得
た
。

　

昨
年
の
台
風
10
号
を
契
機
に
水
防
法
が
改
正

さ
れ
、「
施
設
整
備
に
よ
り
洪
水
の
発
生
を
防

止
す
る
も
の
」
か
ら
「
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な

い
大
洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
」
と
さ
れ
た
。

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
と
し
て
、「
逃
げ

遅
れ
ゼ
ロ
」「
社
会
経
済
被
害
の
最
小
化
」
を
目

指
す
。

　
ま
た
、「
避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準
及
び
災
害

時
行
動
計
画
」
を
8
月
7
日
か
ら
試
行
し
た
。

雨
量
や
河
川
の
水
位
、
気
象
情
報
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
避
難
勧
告
な
ど
の
基
準
を
定
め
、
防

災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
り
避
難
を
呼
び
か
け
る
。

　

山
地
で
の
土
砂
や
流
木
の
流
出
対
策
に
つ
い

て
は
砂
防
事
業
や
治
山
事
業
が
あ
り
、
新
規
砂

防
事
業
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

佐々木　勝 議員

質問答弁
生
産
調
整
廃
止
の

経
済
的
影
響
は
ど
う
か

交
付
金
廃
止
で

１
９
５
３
万
円
減
少
す
る

将来に課題の多い水田農業

　
　
　
平
成
30
年
作
か
ら
米
の
生
産
調
整
が
廃

　
　
止
さ
れ
る
が
、
中
山
間
地
の
多
い
当
市
で

は
課
題
が
多
く
あ
る
。
次
の
４
点
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。
①
政
策
転
換
に
よ
り
、

ど
の
様
な
経
済
的
影
響
を
受
け
る
の
か
。
②
今

後
の
水
田
農
業
政
策
に
、
ど
の
様
な
ス
タ
ン
ス

で
臨
む
の
か
。
③
持
続
可
能
な
担
い
手
の
育
成

体
制
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　

④
地
域
の
担
い
手
の
方
か
ら
、
簡
略
な
圃
場
整

備
を
望
む
声
が
あ
る
が
可
能
か
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
、

収
入
が
１
９
５
３
万
円
減
少
す
る
と
推
測
す
る
。

②
需
要
に
応
じ
た
生
産
数
量
を
確
保
し
、
低
コ

ス
ト
で
高
品
質
な
米
の
生
産
を
目
指
す
。
③
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
県
や
農
業

団
体
等
と
検
討
す
る
。
④
県
単
独
事
業
、「
活
力

あ
る
中
山
間
地
域
基
盤
整
備
事
業
」
で
実
施
可

能
で
あ
る
。

■
中
小
河
川
の
管
理
体
制
を
伺
う

　
　
　
昨
年
の
台
風
に
よ
る
中
小
河
川
の
氾
濫

　
　
災
害
を
教
訓
に
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
を
伺
う
。
①
中
小
河
川
に
つ
い
て
市

の
管
理
責
任
は
あ
る
の
か
。
②
中
小
河
川
の
実

態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
点
検
し
た
こ
と

は
あ
る
か
。
③
防
災
策
と
し
て
、
管
理
計
画
を

策
定
し
、
管
理
事
業
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
中
小
河
川
の
う
ち
、
38
の
準
用
河
川

は
河
川
法
に
準
じ
て
市
が
管
理
し
て
い
る
。
数

千
ヵ
所
に
及
ぶ
他
の
普
通
河
川
は
通
常
使
用
者

が
管
理
す
る
が
、
大
災
害
時
の
機
能
回
復
は
市

で
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
年
度
内
に
着
手
す
る
。

②
準
用
河
川
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る

が
、
普
通
河
川
は
実
施
し
て
い
な
い
。
③
河
川

整
備
計
画
を
作
成
し
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
る
。

問

答

答 問

今村　  正 議員

スリットダム

質問答弁
土
砂
・
流
木
に
よ
る

被
害
拡
大
対
策
示
せ

市
の
管
理
河
川
の

浚
渫
に
取
り
組
む

問

答

　
　
　
来
年
、
新
し
い
市
役
所
が
完
成
し
人
の

　
　
流
れ
が
変
わ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
駅
前
及

び
中
心
市
街
地
は
ど
う
変
わ
る
か
市
民
は
期
待

し
て
い
る
。
市
長
は
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
新
施
設
を
拠
点
と
し
て
中
心
市
街
地
へ

の
回
遊
性
が
高
ま
り
、
公
共
交
通
利
用
者
に
対

す
る
利
便
性
の
向
上
と
公
共
交
通
機
関
の
利
用

促
進
に
も
寄
与
す
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
。
安
全
・
安
心
で
歩
い
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

■
フ
ェ
リ
ー
就
航
後
の
振
興
策
は

　
　
　
来
年
度
室
蘭
と
の
定
期
フ
ェ
リ
ー
が
就

　
　
航
す
る
。
宮
古
を
通
過
地
点
と
し
な
い
た

め
の
観
光
・
産
業
振
興
策
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
宮
古
で
の
滞
在

時
間
を
長
く
す
る
た
め
、
ホ
テ
ル
の
朝
食
と

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
セ
ッ
ト
に
し
た
プ

ラ
ン
等
、
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
に
努
め
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
道
路
網
と
連
携
し
た

物
流
促
進
に
取
り
組
む
。

■
教
育
の
根
本
と
な
る
方
針
は

　
　
　
法
律
改
正
に
よ
り
、
首
長
が
教
育
行
政

　
　
に
教
育
委
員
会
と
連
帯
し
て
責
任
を
持
つ

こ
と
と
な
っ
た
。
宮
古
の
教
育
に
対
す
る
市
長

の
思
い
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
と
児
童
生
徒
の

「
生
き
る
力
」
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
は
か

る
。
さ
ら
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
や
振
興
、

地
域
文
化
の
振
興
と
創
造
を
推
し
進
め
る
。

坂本  悦夫 議員

質問答弁
家
庭
的
保
育
で
待
機

児
童
解
消
で
き
る
か

資
格
の
審
査
や
研
修

で
質
を
維
持
す
る

保育所での保育の様子

　
　
　
誰
も
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

　
　
ら
れ
る
社
会
の
実
現
は
喫
緊
の
国
民
的
課

題
だ
。
そ
の
中
で
も
保
育
の
質
と
量
の
充
実
は

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
も
、
最
も
優
先
す
べ
き

課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
6
年
間
も
待
機
児
童
が

解
消
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
市
長
は

解
消
を
図
る
た
め
、
家
庭
的
保
育
事
業
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
家
庭
的
保
育
は
、

園
庭
が
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
の
一
室

な
ど
狭
い
空
き
室
で
開
設
で
き
、
保
育
士
資
格

が
な
く
て
も
開
業
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る

な
ど
、
認
可
保
育
所
に
比
べ
て
、
子
ど
も
が
育

つ
環
境
と
し
て
不
十
分
な
施
設
で
は
な
い
の
か
。

保
育
の
質
低
下
を
招
く
ゆ
ゆ
し
き
事
態
と
考
え

る
。

　
特
に
問
題
な
の
は
、
こ
の
家
庭
的
保
育
を
利

用
す
る
子
ど
も
と
認
可
保
育
所
を
利
用
す
る
子

ど
も
と
の
間
に
、
保
育
や
発
達
保
障
に
格
差
が

出
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
だ
。
利
用
す
る
施
設

に
よ
っ
て
基
準
が
異
な
り
保
育
基
準
に
格
差
が

生
じ
る
の
で
は
平
等
の
原
則
に
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。
子
ど
も
た
ち
の
保
育
に
差
別
、
不
公

平
が
あ
っ
て
は
断
じ
て
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
市
長
の
家
庭
的
保
育
事
業
の
拡
大
に

よ
っ
て
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
と
い
う
方
針

は
見
直
し
撤
回
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
本
市

の
子
ど
も
の
保
育
は
、
認
可
保
育
所
と
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
家
庭
的
保
育
は
保
育
基
準
が
低
い
と
言

わ
れ
る
が
、
私
は
悪
い
施
設
と
は
思
わ
な
い
。

家
庭
環
境
に
近
い
状
態
で
子
供
を
預
か
っ
て
育

て
る
こ
と
は
自
然
で
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

運
営
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
も
認
可
の
条
件
も
整

え
て
い
く
。

問

答

熊坂  伸子 議員

活性化が期待される中心市街地

質問答弁
中
心
市
街
地
は

ど
う
変
わ
る
か

安
全
・
安
心
で
歩
い

て
暮
ら
せ
る
ま
ち

問

答

問答

答

問
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国
か
ら
県
へ
交
付
金
の
配
分
、
納
付
金

　
　
の
試
算
が
示
さ
れ
た
と
思
う
が
市
長
の
見

解
を
伺
う
。
ま
た
、
試
算
を
受
け
、
激
変
緩
和

等
の
措
置
を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
５
月
に
各
市
町
村
の
保
険
税
額
の
試
算

結
果
が
示
さ
れ
た
。
国
の
指
針
に
基
づ
き
検
討

の
た
た
き
台
と
し
て
試
算
し
た
も
の
で
、
国
の

財
政
支
援
や
、
算
定
の
基
礎
と
す
る
年
度
も
本

来
と
違
っ
て
確
定
的
で
は
な
い
。
現
在
、
国
保

の
広
域
化
に
伴
う
保
険
税
額
の
激
変
緩
和
措
置

の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
方
針
と
し
て
、
法
定
外
繰
入
の

　
　
利
用
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

11
月
に
仮
係
数
に
よ
る
算
定
、
来
年
1

月
に
確
定
係
数
に
よ
る
算
定
を
行
う
予
定
で
、

現
在
は
、
具
体
的
な
数
字
が
確
定
し
て
い
な
い
。

■
教
育
再
生
首
長
会
議
参
加
に
つ
い
て

　
　
　
教
育
再
生
会
議
に
対
す
る
市
長
の
認
識

　
　
は
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

勉
強
会
や
意
見
交
換
を
通
し
、
最
新
の

研
究
成
果
や
、
各
自
治
体
で
の
先
進
事
例
に
つ

い
て
、
情
報
交
換
や
共
有
を
す
る
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
て
い
る
。
教
育
に
関
す
る
様
々
な
意

見
や
考
え
方
を
伺
う
機
会
で
、
多
面
的
な
視
点

で
教
育
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
場
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　
　
育
鵬
社
の
歴
史
教
科
書
採
択
の
動
き
に

　
　
つ
い
て
市
長
見
解
を
伺
う
。
他
の
出
版
社

と
記
述
・
評
価
に
違
い
が
あ
る
が
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
独
自
に
調
査
・

研
究
し
教
科
書
採
択
し
て
お
り
、
公
正
公
平
で

中
立
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
採
択
結
果
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
立
場
に

な
い
と
考
え
る
。
育
鵬
社
の
教
科
書
は
、
教
科

用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
に
お
い
て
、
認
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

工藤 小百合 議員

質問答弁
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支

援
対
策
で
検
討
す
る

充実が望まれる子どもの医療

　
　
　
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
産
業
立
市
・

　
　
教
育
立
市
を
掲
げ
て
い
る
。
教
育
立
市
の

３
本
の
柱
の
１
つ
が
「
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

の
生
き
る
力（
子
ど
も
の
健
康
な
体・豊
か
な
心・

確
か
な
学
力
）
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
」
で

あ
る
。
そ
こ
で
次
の
こ
と
を
問
う
。
①
当
市
は

小
・
中
学
生
の
医
療
費
を
無
料
化
し
て
い
る
が
、

県
内
で
は
高
校
生
へ
の
拡
大
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
市
の
検
討
状
況
は
。
②
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
へ
の
、
単
独
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
伺
う
。
③
医
療
費
支
払
い
窓
口
負
担「
ゼ

ロ
」
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
実
施
に
は
約
２
千
万
円
の
財
源
が
必

要
。
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
策
の
中
で
検
討

す
る
。
②
全
県
統
一
で
の
実
施
が
望
ま
し
い
。

県
に
対
し
て
早
期
拡
大
を
要
望
す
る
。
③
国
は
、

現
物
給
付
を
導
入
す
る
自
治
体
に
は
国
民
健
康

保
険
の
医
療
費
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
を
減
額

し
て
い
る
。
県
を
通
じ
て
国
に
廃
止
を
要
望
す

る
。

■
教
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

　
　
　
①
教
員
の
働
き
方
の
課
題
は
何
か
。　

　
　
②
教
員
の
長
期
休
業
及
び
現
場
復
帰
の
現

状
は
。
③
教
員
の
負
担
軽
減
の
業
務
委
託
は
。

④
ク
ラ
ブ
活
動
の
外
部
委
託
の
現
状
は
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
①
時
間
外
勤
務
の
さ
ら
な
る
縮
減
が
課

題
で
あ
る
。
②
小
中
学
校
の
教
職
員
で
４
名
い

る
。
う
ち
１
名
が
９
月
下
旬
に
復
帰
予
定
。
他

の
３
名
は
復
帰
に
向
け
て
支
援
し
て
い
る
。
③

規
模
の
大
き
な
中
学
校
５
校
に
各
１
名
ず
つ「
学

校
支
援
員
」
を
配
置
し
、
校
務
支
援
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
る
。
④
外
部
委
託
は
な
い
。
外
部

コ
ー
チ
を
お
願
い
し
、
顧
問
と
と
も
に
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

問

問

答

答

中島  清吾 議員

国民健康保険制度の
パンフレット

質問答弁
国
保
の
広
域
化
に

つ
い
て

試
算
結
果
、
激
変
緩

和
を
確
認
検
討
す
る

問答

問

　
　
　
全
国
で
毎
年
５
０
０
の
学
校
が
廃
校
と

　
　
な
り
、
福
祉
施
設
、
工
場
等
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
先
進
地
で
は
農
産
物
栽
培
施
設
や
食
品

工
場
と
し
て
利
活
用
さ
れ
、
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
。
宮
古
市
で

は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
活
用
の
計
画
は
あ

る
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
廃
校
舎
の
有
効
利
用
は
、
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
各
学
校
の
地
区
住
民
よ
り

要
望
、
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
全
庁
的
に
協
議
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

■
自
立
、
社
会
復
帰
に
農
業
体
験
を

　
　
　
精
神
的
な
問
題
を
抱
え
、
自
立
や
社
会

　
　
復
帰
を
目
指
す
人
の
「
中
間
的
就
労
」
の

場
と
し
て
、
農
業
体
験
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

自
然
相
手
の
農
業
は
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
、
作

業
も
多
彩
で
働
く
こ
と
や
、
人
付
き
合
い
効
果

が
見
込
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
市
で
も
問
題

を
抱
え
、
自
立
で
き
な
い
で
い
る
人
も
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
宮
古
市
で
は
、農
業
と
福
祉
の
連
携
「
農

福
連
携
」
の
可
能
性
を
探
る
取
り
組
み
を
、
平

成
27
年
度
よ
り
進
め
て
い
る
。
農
業
の
労
働
力

不
足
と
、
障
が
い
者
等
の
就
労
と
自
立
支
援
を

補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
に
取
り
組
み

が
活
発
化
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
関
係
者
に
よ
る
農
業
見
学
や
先
進
事
例
研

修
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
農
作
業
体
験
や
交
流

を
実
施
し
て
お
り
、
年
明
け
2
月
に
は
「
農
福

連
携
」
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援

協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
実
施
に

向
け
検
証
を
進
め
る
。

松本  尚美 議員

質問答弁
合
併
の
検
証
と

地
区
別
再
生
計
画
を

現
段
階
で
は
地
区
別

計
画
策
定
考
え
な
い

強化が必要な地区拠点
（総合事務所）

　
　
　
私
は
合
併
に
よ
る
特
例
を
最
大
限
活
用

　
　
し
、
次
な
る
世
代
に
繋
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
賛
成
し
た
が
、
合
併
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
て
い
る
か
、
現
状
は
大
変
厳
し
い
。
危

機
的
な
状
況
で
あ
る
。
合
併
に
よ
っ
て
人
口
減

少
、
若
者
の
流
失
、
産
業
、
経
済
の
衰
退
の
進

行
速
度
が
速
ま
っ
た
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い

る
。

　
合
併
の
検
証
を
す
べ
き
と
昨
年
も
問
い
か
け

た
が
、
個
々
の
地
域
の
生
産
、
経
済
の
実
態
把

握
は
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
合
併
に
よ
り
、
役
場

が
無
く
な
り
、
総
合
事
務
所
が
格
下
げ
に
な
り
、

自
治
意
識
が
高
ま
り
、
住
民
と
の
協
働
、
参
画

が
よ
り
活
発
に
な
り
、
地
域
が
活
性
化
し
て
い

る
か
。

　
地
域
協
議
会
を
発
展
的
に
、
仮
称
「
地
域
づ

く
り
協
議
会
」
に
改
組
し
、
更
に
は
総
合
事
務

所
を
強
化
し
、
地
域
内
分
権
の
方
針
を
明
確
に

示
し
、
行
政
を
地
区
住
民
、
事
業
者
が
身
近
に

連
携
で
き
る
よ
う
に
し
、
地
区
別
再
生
計
画
の

策
定
と
実
行
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
市
長
の

見
解
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
宮
古
市
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市

民
意
識
調
査
を
実
施
し
、
計
画
策
定
の
基
礎
資

料
と
し
て
い
る
。
各
地
域
の
持
つ
特
性
を
生
か

し
つ
つ
、
地
域
全
体
が
等
し
く
発
展
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

地
域
協
議
会
は
、
平
成
31
年
度
を
も
っ
て
条

例
が
効
力
を
失
う
こ
と
か
ら
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
す
る
。宮
古
市
全
体
と
し
て
、計
画
を
策
定
し
、

一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
か
ら
、
現
段
階

で
は
地
区
別
計
画
策
定
は
考
え
て
い
な
い
。

　

総
合
事
務
所
は
行
政
機
能
の
集
約
を
図
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問

答

伊藤　  清 議員

利活用を検討中の廃校施設

質問答弁
廃
校
の
有
効
活
用
を

重
要
な
課
題
と
捉
え

検
討
し
て
い
る

問

問

答

答問答

答 問

答
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就
学
援
助
事
業
は
教
育
の
機
会
均
等
を

　
　
保
障
す
る
も
の
で
、
こ
ど
も
の
貧
困
解
消

と
表
裏
一
体
の
課
題
だ
。
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
８
７
７
人
は
全
児
童
生
徒
の
22
％
で
、
他

の
沿
岸
被
災
地
と
比
べ
割
合
が
低
い
が
、
そ
の

要
因
と
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
新
入
学

児
童
生
徒
の
学
用
品
費
を
入
学
前
の
２
～
３
月

に
支
給
す
る
よ
う
改
善
を
求
め
る
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
認
定
基
準
は
他
の
被
災
地
域
同
様
だ
が
、

被
災
状
況
、
復
興
に
伴
う
経
済
状
況
の
差
か
ら

生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。
就
学
前
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
入
学
後
に
し
て
き
た
が
国
の
要
綱
が

改
正
さ
れ
、
平
成
30
年
度
入
学
の
児
童
生
徒
分

か
ら
３
月
支
給
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
水
門
工
事
の
検
証
・
見
直
し
を

　
　
　
工
事
費
の
大
幅
増
、
工
期
の
大
幅
延
長
、

　
　
加
え
て
台
風
10
号
に
よ
る
浸
水
被
害
拡
大

は
工
事
も
原
因
し
て
い
る
。
市
長
は
現
時
点
で

こ
の
事
業
の
検
証
と
見
直
し
が
必
要
だ
と
思
わ

な
い
か
。
ま
た
水
門
の
自
動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
の

完
成
後
の
維
持
管
理
費
と
そ
の
分
担
は
ど
う
な

る
か
。
工
事
の
進
捗
如
何
に
関
わ
ら
ず
今
で
き

る
堤
防
か
さ
上
げ
な
ど
が
必
要
だ
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
事
業
費
２
９
５
億
円
、
平
成
32
年
度
完

成
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
水
門
工
事
の
優

位
性
は
変
わ
り
な
い
と
認
識
す
る
。
水
門
の
自

動
閉
鎖
シ
ス
テ
ム
完
成
後
の
維
持
管
理
費
は
県

が
負
担
す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。
県
か
ら

は
右
岸
堤
防
か
さ
上
げ
、
河
道
掘
削
等
、
流
下

断
面
拡
大
を
図
る
と
聞
い
て
い
る
。
閉
伊
川
河

口
付
近
の
浚
渫
と
藤
原
地
区
右
岸
の
堤
防
補
修
、

缶
詰
工
場
付
近
の
堤
防
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

県
か
ら
は
老
朽
化
し
て
い
る
堤
防
に
つ
い
て
調

査
す
る
予
定
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

竹花  邦彦 議員

質問答弁
子
ど
も
子
育
て
基
金

で
推
進
す
る
施
策
は

乳
幼
児
の
待
機
児
童

解
消
施
策
等
を
検
討

子育て支援の中核である保育所

　
　
　
市
長
が
３
期
目
就
任
の
所
信
表
明
で
明

　
　
ら
か
に
し
た
「（
仮
称
）
子
ど
も
・
子
育
て

基
金
」
創
設
の
意
図
、
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

基
金
創
設
で
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
施
策
や
事

業
の
内
容
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
「
子
ど
も
を
幸
せ
に
育
て
ら
れ
る
ま
ち
」

を
推
進
す
る
た
め
、
関
連
施
策
等
の
実
現
及
び

安
定
財
源
確
保
の
た
め
に
基
金
を
創
設
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
乳
幼
児
の
待
機
児
童
解
消
に
向

け
、
民
間
保
育
所
等
の
保
育
士
確
保
や
家
庭
的

保
育
所
開
設
の
支
援
等
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

本
年
度
か
ら
実
施
し
た
保
育
料
減
免
措
置
の
安

定
的
実
施
財
源
と
す
る
。

■
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

　
　
　
５
月
に
成
立
し
た
改
正
介
護
保
険
制
度

　
　
は
、
一
層
の
国
民
負
担
増
と
制
度
の
質
的

変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
国
は
、
医
療

と
介
護
の
ケ
ア
の
場
を
「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」

移
行
さ
せ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を

進
め
て
い
る
。
広
大
な
面
積
と
点
在
す
る
集
落

を
有
し
、
医
療
・
介
護
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足

し
て
い
る
本
市
で
は
、
在
宅
ケ
ア
は
困
難
性
と

限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
来
年
度
か
ら
３
ヵ
年
の
計
画
で
あ
る
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
始
ま
る
が
、
本
市
の
第

７
期
計
画
に
お
け
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の

具
体
的
到
達
目
標
を
示
さ
れ
た
い
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
、
医
師
会
や
歯
科
医
師
会
等

の
医
療
関
係
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

の
多
職
種
に
よ
る
連
携
の
地
盤
固
め
を
行
っ
て

き
て
い
る
。
第
７
期
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
よ
り
具
体
的

な
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
体
制
構
築
を
目
標

と
し
て
取
り
組
む
。

問答

問

答

落合  久三 議員

水門工事中の閉伊川河口

質問答弁
入
学
時
の
学
用
品
費

は
３
月
支
給
を

来
年
度
入
学
分
か
ら

３
月
支
給
を
準
備

問

答

　
　
　
平
成
29
年
７
月
、
国
は
「
高
レ
ベ
ル
放

　
　
射
性
廃
棄
物
」
の
最
終
処
分
場
と
し
て
可

能
性
の
あ
る
地
域
を
示
し
た「
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
」
を
公
表
し
た
が
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
見
た
市

長
の
率
直
な
考
え
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
公
表
さ
れ
た「
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」は
、

現
時
点
で
の
具
体
的
な
候
補
地
を
示
す
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
岩
手
県
の
方
針
同

様
に
最
終
処
分
地
及
び
こ
れ
に
関
す
る
調
査
事

業
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
る
考
え
は
な
い
。
三

陸
沿
岸
都
市
会
議
で
も
、
同
一
行
動
を
呼
び
か

け
る
。

■
浸
水
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
昨
年
の
台
風
10
号
か
ら
１
年
が
過
ぎ
た

　
　
が
、
い
ま
だ
に
台
風
災
害
の
検
証
報
告
が

な
い
。
検
証
あ
っ
て
の
水
害
対
策
だ
と
考
え
る

が
、
い
つ
検
証
す
る
の
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
台
風
10
号
に
よ
る
水
害
は
、
長
時
間
に

わ
た
る
降
雨
に
よ
る
も
の
で
、
河
川
氾
濫
の
要

因
は
、
河
川
内
の
土
砂
の
堆
積
、
草
や
樹
木
が

繁
茂
し
て
い
る
た
め
。
ま
た
市
街
地
等
が
浸
水

し
た
要
因
は
、
短
時
間
に
豪
雨
が
集
中
し
、
河

川
水
位
の
上
昇
に
よ
り
内
水
の
排
水
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
浸
水
対
策
と
し

て
は
、
河
川
の
適
切
な
管
理
、
排
水
施
設
の
必

要
な
断
面
確
保
、
排
水
能
力
の
維
持
強
化
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

排
水
能
力
の
強
化
と
し
て
、
新
川
町
、
藤
原

及
び
千
徳
の
３
ヵ
所
に
雨
水
ポ
ン
プ
場
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
浸
水
対
策
基
本
調
査
と
し
て
、

松
山
、
田
鎖
、
根
市
、
蟇
目
、
津
軽
石
、
払
川
、

大
判
川
、
老
木
、
根
城
、
牛
伏
地
区
を
対
象
に

排
水
能
力
の
検
証
等
を
ま
と
め
た
い
。

佐々木 重勝 議員

質問答弁
崎
山
貝
塚
縄
文
の
森

公
園
の
利
用
状
況
は

開
館
前
の
想
定
を

上
回
る
順
調
な
運
営

利用好調な崎山貝塚
縄文の森複合施設

　
　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
及
び
史
跡
公
園
の
利
用

　
　
促
進
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
複
合
施
設

と
し
て
の
公
民
館
の
利
用
者
が
６
千
人
を
超
え

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
運
営
上
の
課
題
や
そ

の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
史
跡
を
活

か
し
た
歴
史
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
企
画
展
示

や
遺
跡
調
査
報
告
会
等
の
実
施
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
広
報
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
も
あ
り
、
展
示
見
学
や
体
験
学
習
、

そ
し
て
縄
文
ま
つ
り
な
ど
多
く
の
方
々
に
施
設

を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
公
民
館
に
つ
い
て

は
施
設
の
利
便
性
や
快
適
性
の
向
上
に
加
え
、

崎
山
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
地
区
外
の
利
用
者

が
増
加
し
、
地
区
の
方
々
に
利
用
日
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
後
も
利
用
者
の
要

望
に
寄
り
添
っ
た
よ
り
よ
い
施
設
運
営
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

■
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
法
改
正
に
伴
う
農
業
委
員
並
び
に
農
地

　
　
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
選
出
・
選
任
方

法
と
そ
の
任
務
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
農
業
委
員
は
、
市
町
村
長
が
農
業
者
で

組
織
す
る
団
体
に
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
る
と

と
も
に
募
集
し
、
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
。
最
適
化
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
が
推
薦
・

募
集
を
行
い
選
任
・
委
嘱
す
る
。
任
務
等
役
割

分
担
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
は
農
地
の
権
利

の
設
定
・
移
転
、
農
地
転
用
許
可
な
ど
総
会
に

お
い
て
意
思
決
定
を
担
う
。
推
進
委
員
は
担
当

地
区
を
持
ち
、
地
域
農
業
者
と
話
し
合
い
の
推

進
、
担
い
手
へ
農
地
の
あ
っ
せ
ん
、
利
用
状
況

調
査
な
ど
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

問

問

答

答

髙橋  秀正 議員

科学的特性マップ

質問答弁
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ

に
つ
い
て

受
け
入
れ
る
考
え
は

な
い

問

答

答

問

答

問
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女
性
の
就
業
が
進
み
、
育
児
休
業
が
終

　
　
わ
っ
て
も
、
保
育
所
に
入
所
で
き
ず
困
っ

て
い
る
。
待
機
児
童
数
も
平
成
29
年
度
も
27
名

と
減
る
状
況
に
な
い
。
待
機
児
童
解
消
は
喫
緊

の
課
題
だ
が
、
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
、
い
ず
み
保
育
園
分
園
の
整
備
や
、

家
庭
的
保
育
事
業
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
開

設
さ
れ
た
場
合
1
ヵ
所
あ
た
り
、
最
大
5
名
ま

で
入
所
可
能
と
な
る
。
平
成
29
年
４
月
現
在
27

名
で
あ
っ
た
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
保
育

所
の
定
員
を
超
え
て
の
入
所
は
、
認
可
定
員
を

超
過
し
て
の
入
所
も
可
能
だ
が
保
育
士
の
配
置

基
準
を
備
え
た
運
営
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。
恒
常
的
な
受
け
入
れ
は
難
し
い
現
状
で

保
育
士
の
確
保
が
課
題
だ
。
平
成
29
年
度
か
ら
、

市
の
臨
時
保
育
士
賃
金
単
価
の
大
幅
な
改
善
や

勤
務
時
間
な
ど
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

■
押
角
未
整
備
区
間
の
早
期
事
業
化
を

　
　
　
国
道
３
４
０
号
押
角
ト
ン
ネ
ル
前
後
の

　
　
未
整
備
区
間
が
事
業
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
区
間
も
事
業
化
さ
れ
る
よ
う
、
市
長
の
道

路
に
か
け
る
熱
意
と
政
治
力
に
期
待
す
る
が
見

解
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
岩
手
県
に
お
い
て
は
、
こ
の
路
線
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
粘
り

強
く
事
業
化
に
向
け
て
要
望
し
て
い
く
。
今
後

は
、
地
元
の
熱
意
を
伝
え
、
押
角
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
完
成
や
未
整
備
区
間
の
事
業
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
岩
泉
町
や
国
道
３
４
０
号
宮
古
岩
泉

間
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と
の
連
携
を
図
り
、

11
月
４
日
に
は
総
決
起
大
会
を
開
催
し
、
要
望

活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

小島  直也 議員

質問答弁
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
対
応
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
で
対
応

元気に学校に通う子どもたち

　
　
　
現
在
、
本
市
で
は
、
不
登
校
の
児
童
生

　
　
徒
が
お
よ
そ
20
人
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

児
童
生
徒
が
不
登
校
に
な
っ
た
時
、
そ
の
対
応

に
あ
た
る
教
職
員
は
足
り
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

昨
今
、
教
職
員
の
過
重
労
働
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
業
務
が
多
忙
を
極
め
て
い
る
こ
と
で
、

不
登
校
児
童
生
徒
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
な

い
か
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
生
徒
指
導
上
の
課
題
は
、
学
校
長
が
中

心
に
な
っ
て
、
生
徒
指
導
主
事
、
学
年
長
、
副

担
任
、
養
護
教
諭
な
ど
が
情
報
を
共
有
し
、
学

校
組
織
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。
教
職
員
定
数

を
上
回
る
教
職
員
の
配
置
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
不
登
校
児
童
生
徒
の
指
導
に
は
、
学
校
内

部
だ
け
で
困
難
な
場
合
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
児
童
相
談
所
や
福
祉
課
等
の
協
力
を
受

け
、
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

■
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
全
国
的
に
公
共
施
設
に
配
置
さ
れ
て
い

　
　
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
は
、

救
命
率
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
市
で
は
職

員
や
施
設
利
用
者
に
対
す
る
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

に
あ
た
っ
て
、
講
習
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
市
職
員
の
講
習
は
平
成
22
年
度
ま
で
全

職
員
を
対
象
に
、
救
命
講
習
会
を
行
な
っ
て
き

た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
活
用
に
あ
た
っ
て
肝
要
な
の
は
、
い

ち
早
く
、
慌
て
る
こ
と
な
く
救
命
措
置
を
講
ず

る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
市
民
に
も
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
な
ど
の
、
救
命
講

習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
に
努
め

て
い
く
。

問

問

答

答

藤原  光昭 議員

公園で遊ぶ親子

質問答弁
保
育
所
の
待
機
児
童

解
消
策
に
つ
い
て

解
消
に
向
け

早
々
に
検
討
す
る

問

答

　
　
　
宮
古
市
の
道
標
で
あ
る
地
域
産
物
の
価

　
　
値
訴
求
が
弱
く
感
じ
る
が
、
現
在
の
情
報

発
信
の
仕
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
サ
ケ
、
ワ
カ
メ
、

ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ン
マ
、
カ
キ
等
、
ブ
ラ
ン

ド
化
が
図
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
や
独
自
ル
ー
ト
で

の
発
信
、
ま
た
、
各
漁
協
で
は
自
営
加
工
品
の

ネ
ッ
ト
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
。
農
産
物
に
つ

い
て
は
、
岩
手
県
産
農
産
物
と
し
て
流
通
し
て

お
り
、
産
直
に
お
い
て
は
、
生
産
者
表
示
を
行

な
い
販
売
し
て
い
る
。

　
　
　
第
１
次
産
業
に
お
け
る
、
後
継
者
を
育

　
　
て
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
農
林
水
産
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
後

継
者
を
育
て
る
仕
組
み
と
し
て
、
市
や
各
団
体

に
お
い
て
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
将
来
自
立
で

き
る
よ
う
、
技
術
の
習
得
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

指
導
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

■
観
光
業
に
つ
い
て

　
　
　
交
流
人
口
や
滞
在
時
間
を
増
や
す
た
め

　
　
に
は
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
体
験
型

観
光
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
と

計
画
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
、
う
み
ね
こ
の
餌
づ
け
、
サ
ッ
パ

船
体
験
、
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
、
ソ
バ
打
ち
体
験
、

木
の
博
物
館
等
、
市
内
全
域
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
年
度
か
ら
は
、
浄
土
ヶ
浜
ジ
オ
ガ
イ
ド
、

地
引
網
漁
体
験
等
を
追
加
し
た
。
今
後
も
魅
力

的
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
て
い
く
。

　
　
　

海
水
浴
場
の
開
設
状
況
と
今
後
の
整
備

　
　
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

震
災
前
は
６
ヵ
所
開
設
し
て
い
た
が
、

防
潮
堤
工
事
の
影
響
や
海
中
の
ガ
レ
キ
の
状
況

が
未
確
認
の
た
め
、
今
年
度
は
浄
土
ヶ
浜
１
ヶ

所
で
あ
っ
た
。
今
後
、
周
辺
工
事
の
進
捗
状
況

も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

長門  孝則 議員

質問答弁
宮
古
創
生
と
は

都
市
の
将
来
像
の

実
現
を
図
る
も
の

今年も賑わった産業まつり

　
　
　
「
山
本
正
徳
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
３
」
の
な

　
　
か
で
、
市
長
が
全
力
で
取
り
組
む
と
し
て

い
る
宮
古
創
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
「
宮
古
市
総
合
計
画
」、「
東
日
本
大
震
災

復
興
計
画
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
掲
げ
る
施
策
の
着
実
な
実
施
の
ほ

か
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る
新
た
な
施
策
を

実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
都
市
の
将
来
像
「
森
・
川
・
海

と
ひ
と
が
共
生
す
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
」
の
実
現

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

■
地
場
産
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
地
場
産
業
の
雇
用
拡
大
、
人
材
確
保
に

　
　
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
雇
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
就
職
説
明
会

な
ど
に
お
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
へ
の
働
き
か
け
や
高
卒
者
の
地
元
就
職
支
援

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
、
人
材
確
保

に
努
め
る
。

　

ま
た
、
雇
用
拡
大
に
は
高
齢
者
の
雇
用
も
重

要
で
あ
り
再
雇
用
も
し
や
す
い
環
境
を
検
討
す

る
。

　
　
　
雇
用
の
創
出
、
拡
大
を
図
る
た
め
、
企

　
　
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
特
に
も
、
若
年
層
が
安
心
し
て
働
け
る
仕

事
の
確
保
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

岩
手
県
が
毎
年
首
都
圏
で
実
施
し
て
い
る
企
業

立
地
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
、
参
加
し
た
企

業
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
誘
致
活
動
を
し
て
い

る
。

　

企
業
に
も
い
ろ
い
ろ
な
業
種
、
形
態
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
る
。

問答

問

問

答

答

木村　  誠 議員

価値訴求で一次産業の発展を

質問答弁
水
産
物
と
農
産
物
の

情
報
発
信
に
つ
い
て

発
信
方
法
を
関
係
団

体
と
研
究
し
て
い
く

問

答

問 答

答

問

問

答

答

問



2021

　
　
　
昨
年
の
台
風
10
号
で
、
消
防
屯
所
が
浸

　
　
水
の
被
害
を
受
け
た
。
現
在
は
復
旧
を
し

た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
再
度
被
災
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
安
全
性
に
欠
け
る
。
災
害
時
に
被
害

を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
屯
所
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
か
。
ま
た
、
移
設
等
を
検
討
し
て
い
る
か

伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

台
風
10
号
に
よ
り
被
災
し
た
屯
所
は

６
ヵ
所
、
そ
の
他
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に

あ
る
５
ヵ
所
が
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
る
。「
宮

古
市
総
合
計
画
」
及
び
「
宮
古
市
公
共
施
設
再

配
置
計
画
」
に
基
づ
き
、
更
新
時
に
安
全
な
場

所
へ
の
再
配
置
を
消
防
団
と
協
議
し
、
計
画
的

に
進
め
て
い
く
。

■
災
害
時
の
避
難
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
災
害
時
、
避
難
所
ま
で
距
離
が
あ
り
、　

　
　
危
険
な
川
沿
い
を
歩
か
な
け
れ
ば
避
難
で

き
な
い
地
域
が
あ
る
。
更
に
夜
間
は
多
く
の
リ

ス
ク
が
あ
る
。
災
害
弱
者
の
た
め
に
、
何
ら
か

の
移
動
手
段
を
用
い
る
こ
と
を
検
討
し
た
こ
と

が
あ
る
か
。
民
間
企
業
等
と
協
定
を
結
び
、
輸

送
手
段
を
確
保
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
整

備
を
進
め
て
い
て
、
今
後
、
町
内
会
長
、
自
主

防
災
組
織
代
表
者
等
へ
名
簿
の
提
供
、
個
別
避

難
支
援
計
画
の
作
成
を
行
う
。
計
画
上
の
移
動

手
段
は
自
助
・
共
助
が
原
則
で
あ
る
。

　

民
間
企
業
等
と
の
災
害
時
輸
送
協
定
に
つ
い

て
は
、
規
模
・
人
数
か
ら
難
し
い
と
考
え
る
が
、

個
別
避
難
支
援
計
画
作
成
時
の
支
援
や
、
福
祉

施
設
等
の
避
難
時
移
送
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　

災
害
時
輸
送
協
定
を
締
結
す
る
場
合
、
運
行

ル
ー
ト
の
設
定
、
運
転
手
等
の
確
保
、
及
び
要

支
援
者
へ
の
乗
車
時
間
等
の
周
知
方
法
や
、
事

業
者
そ
の
も
の
の
安
全
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

白石  雅一 議員

質問答弁
警
察
署
跡
地
の
公
益

活
動
拠
点
利
活
用
を

内
容
を
含
め
、
一
体

的
に
検
討
を
進
め
る

宮古南 IC から山田方面へ
延びる道路

　
　
　
復
興
支
援
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
復
興
支
援
の
た
め
現

在
も
継
続
し
て
被
災
地
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
一
方
通
行
の
支
援
か
ら
、
団
体
と

地
域
が
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
の
活
動
に

変
化
し
、
地
域
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
し
か
し
現
在
の

宮
古
市
で
は
こ
れ
ら
の
団
体
が
活
動
を
行
う
際
、

一
定
期
間
、
自
由
に
支
援
や
公
益
活
動
の
た
め

に
使
え
る
拠
点
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
こ

で
松
山
地
区
に
移
転
す
る
、
宮
古
警
察
署
の
既

存
施
設
利
活
用
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

宮
古
警
察
署
の
施
設
等
の
利
活
用
は
、

市
の
公
共
施
設
と
し
て
、
地
域
振
興
に
資
す
る

多
様
な
活
用
が
考
え
ら
れ
る
も
の
と
認
識
す
る
。

　

今
後
、
県
か
ら
施
設
の
譲
渡
金
額
等
の
条
件

面
が
示
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
な
活

用
法
に
つ
い
て
は
、
提
言
内
容
を
含
め
一
体
的

に
検
討
を
進
め
る
。

■
三
陸
沿
岸
道
路
完
成
を
捉
え
施
設
整
備
を

　
　
　
三
陸
沿
岸
道
路
は
平
成
32
年
度
開
通
予

　
　
定
で
あ
る
。
し
か
し
ト
イ
レ
等
の
休
憩
施

設
は
無
く
、
休
憩
の
た
め
に
は
各
所
に
設
置
さ

れ
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
一
度
、
一
般
道

路
へ
降
り
る
必
要
が
あ
る
。
当
市
の
北
の
玄
関

口
の
田
老
で
は
、
田
老
第
１
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
予
定
付
近
に
道
の
駅
た
ろ
う
を
設
置
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
ら
の
休
憩
所
を
提
供
し
て
い
る
。
し

か
し
南
の
玄
関
口
の
津
軽
石
・
金
浜
方
面
の
宮

古
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
そ
の
よ
う
な

施
設
は
な
い
。
津
軽
石
・
金
浜
付
近
に
、
ド
ラ

イ
バ
ー
ら
の
休
憩
施
設
を
設
置
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
施
設
に
つ
い
て
三
陸
沿
岸
道
路
利
用
者

の
動
向
等
を
注
視
し
て
行
く
。

問

問

答

答

西村  昭二 議員

浸水被害から復旧した
34 分団屯所（蟇目）

質問答弁
消
防
屯
所
の
設
置

場
所
に
つ
い
て

消
防
団
と
協
議
し
、

計
画
的
に
進
め
る

問

答

　
　
　
日
本
社
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

　
　
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
市
で
も

総
合
戦
略
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
本

市
で
の
人
口
減
少
と
出
生
率
向
上
へ
の
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
人
口
変
動
は
、
自
然
動
態
と
社
会
動
態

に
よ
り
減
少
が
続
い
て
い
る
。
雇
用
の
場
の
確

保
、
就
労
環
境
や
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
環
境

の
充
実
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
事
業
の
推
進
状
況
と
事
業
評
価
を
ど
の

　
　
よ
う
に
公
表
す
る
の
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
５
年
間
で
、
重
要
度
や
優
先
度
を
見
極

め
な
が
ら
取
り
組
む
。
進
捗
管
理
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に

基
づ
き
行
う
。
今
後
、
市
民
推
進
委
員
会
や
市

議
会
へ
報
告
し
、
検
証
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
表
す
る
。

　
　
　
地
方
創
生
は
１
億
総
活
躍
社
会
、
働
き

　
　
方
改
革
と
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
女
性
が
活
躍

で
き
る
社
会
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う

　
　
山
本
市
長

　
　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定
し
取

り
組
ん
で
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
一
定
の

浸
透
が
あ
る
一
方
、
不
平
等
感
や
不
安
感
が
あ

る
と
の
結
果
だ
。
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
働
き
方
改
革
、
様
々
な
支
援
、

制
度
の
周
知
、
講
座
開
催
を
関
係
機
関
と
連
携

し
取
り
組
む
。

■
浸
水
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
近
年
、
集
中
豪
雨
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多

　
　
発
し
て
い
る
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
危
険
な
地
域
が
多
い
が
、
市
の
今
後
の
浸
水

対
策
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　

市
街
地
は
水
害
に
対
し
弱
い
都
市
構
造

で
あ
り
、
河
川
の
適
切
な
維
持
管
理
と
内
水
対

策
が
必
要
と
考
え
る
。
水
防
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
と
し
て
、

「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」、「
社
会
経
済
被
害
の
最
小
化
」

を
目
指
す
。

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
＝
重
要
業
績
評
価
指
標

橋本  久夫 議員

質問答弁
教
育
立
市
に
お
け
る

海
洋
教
育
の
特
色
図
れ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各
関
係
機

関
と
連
携
を
進
め
る

宮古湾の自然について学ぶ児童

　
　
　
海
洋
基
本
法
で
「
海
洋
に
関
す
る
教
育

　
　
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
、
海
洋
教
育
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。海
に
関
す
る
文
化
、環
境
、

産
業
な
ど
の
様
々
な
分
野
を
捉
え
る
に
は
、
教

科
横
断
的
な
考
え
が
必
要
だ
。
教
育
立
市
と
し

て
海
洋
教
育
に
特
色
を
お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
制
定
、
大
学
や
外
部
機
関
と
の
連
携
を
図
れ
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
海
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
学
習
を
し
て
い
る
。
海
洋
教
育
の

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
海
に
親
し
む
」「
海

を
知
る
」「
海
を
守
る
」「
海
を
利
用
す
る
」
を

も
と
に
、
各
学
校
が
創
意
工
夫
す
る
と
と
も
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
と
課
題
は
何
か

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
状
況
、
指
導
教
員

　
　
の
体
制
は
十
分
か
。
ど
の
よ
う
な
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
携
帯
端
末
使
用
に
よ
る

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
関
す
る
指
導
状
況
は
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
市
内
小
中
学
校
は
文
科
省
が
示
し
た
整

備
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

で
教
育
的
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
体
育
や
外
国

語
活
動
な
ど
に
も
取
り
入
れ
た
授
業
も
行
っ
て

い
る
。
課
題
は
進
化
す
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
に

教
員
が
常
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

携
帯
端
末
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
は
、
児
童

生
徒
の
指
導
だ
け
で
は
な
く
、
親
子
で
学
ぶ
機

会
を
設
け
る
な
ど
効
果
的
指
導
に
努
め
て
い
く
。

■
国
際
理
解
教
育
の
現
状
は

　
　
　
児
童
生
徒
の
語
学
力
向
上
と
国
際
的
な

　
　
視
野
を
広
げ
る
授
業
、
交
流
事
業
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。
海
外
派
遣
事
業
の
見
通

し
は
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
外
国
語
指
導
助
手
５
人
を
配
置
し
各
学

校
で
授
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
海
外
派
遣
の

復
活
は
検
討
し
て
い
な
い
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝
情
報
通
信
技
術

問

答

答

問答

畠山　  茂 議員

総合戦略の取り組みで
市の更なる発展を

質問答弁
宮
古
市
の

総
合
戦
略
を
問
う

重
要
度
や
優
先
度
を

見
極
め
取
り
組
む

問

答

問答

問問

答 問

答

答

問



期　
間　
平
成
29
年

　
　
　
　
７
月
10
日
㈪
〜
12
日
㈬

視
察
先　
茨
城
県
大
洗
町

　
　
　
　

有
限
会
社
森
フ
ァ
ー
ム

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
（
茨
城
県
古
河
市
）

◆
大
洗
町

　
フ
ェ
リ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み

　
に
つ
い
て

　

大
洗
港
で
は
現
在
、
苫
小
牧
へ

の
フ
ェ
リ
ー
が
１
日
２
便
体
制
で

運
航
さ
れ
、
首
都
圏
及
び
北
関
東

地
域
と
北
海
道
を
結
ぶ
物
流
拠
点

と
し
て
、
港
勢
を
順
調
に
伸
ば
し

て
い
ま
す
。
大
洗
町
は
同
港
へ
の

大
型
旅
客
船
の
寄
港
誘
致
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
て
、
平
成
18
年

度
に
は
国
土
交
通
省
が
世
界
へ
紹

介
す
る
ク
ル
ー
ズ
ポ
ー
ト
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は

国
内
外
旅
客
船
の
寄
港
地
と
し
て

人
々
の
交
流
と
賑
わ
い
の
あ
る
港

湾
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

◆
有
限
会
社
森
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

　
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ

　
い
て

　

森
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
は
、

１
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
経

営
す
る
有
限
会
社
で
す
。
同
社
の

「
里
山
の
森
ぽ
っ
ぽ
」
の
主
力
商

品
は
米
と
そ
ば
で
、
そ
の
他
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
や
古
河
の
ど
ぶ
ろ

く
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
る
り
の
森
」
で

は
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
季
節

ご
と
の
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
。

食
材
の
そ
ば
の
実
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
野
菜
は
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
育

て
て
い
ま
す
。
食
の
安
心
・
安
全

を
基
本
と
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
構
築
の
た
め
に
様
々
な
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。
人
材
、
施

設
、
機
械
へ
の
計
画
的
な
投
資
を

行
い
、
５
年
、
10
年
先
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
想
像
と
実
現
を
図
り
、
最
終

的
に
は
経
営
理
念
で
あ
る
「
皆
様

の
ふ
る
里
に
な
り
た
い
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

視　
察　
平
成
29
年
8
月
7
日
㈪

視
察
先　
三
陸
沿
岸
道
路

　
　
　
　
山
田
宮
古
道
路

　

山
田
宮
古
道
路
（
山
田
〜
宮
古

南
）
は
、
山
田
町
か
ら
宮
古
市
金

浜
を
結
ぶ
、
約
14
キ
ロ
の
自
動
車

専
用
道
路
で
す
。
現
在
あ
る
道
路

の
線
形
不
良
区
間
、
津
波
浸
水
区

間
を
避
け
、
走
り
や
す
さ
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
所
要
時
間
を

短
縮
さ
せ
る
目
的
で
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
主
要
な
港

湾
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す

さ
の
向
上
、
救
急
医
療
施
設
へ
の

患
者
輸
送
時
間
の
短
縮
、
国
道
45

号
被
災
時
の
代
替
道
路
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
、
平
成
29
年
11
月

19
日
に
開
通
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
動
時
間
の
短
縮
は
、
宮

古
市
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
、
水

産
業
、
観
光
業
を
支
援
す
る
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様

で
し
た
が
、
山
田
宮
古
道
路
の
う

ち
、
①
宮
古
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
②
津
軽
石
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
、
③
津
軽
石
Ｔ
Ｎ
展
望
台
、

④
山
田
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

⑤
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

５
ヵ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
山
田
宮
古
道
路
の
全
体
事
業
費

は
、
５
７
０
億
円
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
視
察
し
た
道
路
を
含
む
、
三

陸
沿
岸
道
路
が
全
線
整
備
さ
れ
る

と
、
宮
古
か
ら
仙
台
間
が
約
3
時

間
30
分
で
結
ば
れ
ま
す
。
災
害
で

も
寸
断
し
な
い
強
靭
な
道
路
の
完

成
は
、
現
在
、
三
陸
沿
岸
で
問
題

視
さ
れ
て
い
る
、
医
療
に
お
け
る

患
者
移
送
や
観
光
振
興
、
産
業
振

興
、
雇
用
の
確
保
に
、
一
定
の
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
三
陸
沿
岸
道
路
は
「
復
興
道
路
」

と
し
て
、
順
調
に
整
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。
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政務活動費の使用状況をお知らせします
　政務活動費とは、議員が行う調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として市から交付されるも
ので、宮古市の交付額は議員１人につき年額 15 万円です。
　政務活動費は、条例で定められた使途基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したのか、年度末に領
収書の原本を添えて報告することになっています。経費が 15 万円に満たなかった場合は残金を返還し、15 万円を
超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。
　平成 28 年度は 27 名が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧ください。

※宮古市議会では、政務活動費の収支一覧表をホームページへ掲載しています。なお、領収書など収支報告書を
　閲覧するためには請求手続きが必要となりますので、議会事務局（☎ 68-9113）までお問い合わせください。

◆政務活動費の使用状況（平成 28 年度） （単位：円）

今　村　　　正
小　島　直　也
近　藤　和　也
佐々木　清　明
白　石　雅　一
鳥　居　　　晋
中　島　清　吾
伊　藤　　　清
内　舘　勝　則
北　村　　　進
佐々木　重　勝
須賀原　チエ子
髙　橋　秀　正
橋　本　久　夫
古　舘　章　秀
工　藤　小百合
坂　本　悦　夫
長　門　孝　則
佐々木　　　勝
落　合　久　三
竹　花　邦　彦
松　本　尚　美
坂　下　正　明
茂　市　敏　之
藤　原　光　昭
田　中　　　尚
加　藤　俊　郎
前　川　昌　登

議員氏名
政務活動費（交付金）の使用状況
使用額 返還額 使用率（％）

政務活動に要した経費（自己負担分を含む）
研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 合　計

150,000
74,100

0
58,104

150,000
59,630
50,375
9,876

142,024
0

90,537
150,000
132,163
121,227
150,000
150,000
150,000
122,521
83,544

0
84,571
9,234

100,752
128,664
118,975
115,634
150,000

－

0
75,900

150,000
91,896

0
90,370
99,625

140,124
7,976

150,000
59,463

0
17,837
28,773

0
0
0

27,479
66,456

150,000
65,429

140,766
49,248
21,336
31,025
34,366

0
－

100.0 
49.4 

 － 
38.7 

100.0 
39.8 
33.6 
6.6 

94.7 
 － 

60.4 
100.0 
88.1 
80.8 

100.0 
100.0 
100.0 
81.7 
55.7 

 － 
56.4 
6.2 

67.2 
85.8 
79.3 
77.1 

100.0 
 － 

0
49,800

0
58,104

0
59,630
50,375

0
129,688

0
0

57,930
0

26,410
0

50,364
143,720
52,850
58,320

0
40,656

0
87,712
19,950
76,342
41,881

0
－

0
0
0
0

57,313
0
0
0
0
0

78,201
84,975

0
84,941

147,957
117,640

0
35,397

0
0
0
0
0

25,554
40,063
23,185

158,356
－

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

ー

37,116
24,300

0
0

12,000
0
0

9,876
12,336

0
12,336
8,100

39,851
9,876

12,236
6,920
8,980

34,274
25,224

0
43,915
9,234

13,040
83,160
2,570

50,568
0

－

199,728
0
0
0

84,900
0
0
0
0
0
0
0

92,312
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

ー

236,844
74,100

0
58,104

154,213
59,630
50,375
9,876

142,024
0

90,537
151,005
132,163
121,227
160,193
174,924
152,700
122,521
83,544

0
84,571
9,234

100,752
128,664
118,975
115,634
158,356

－

視
察
レ
ポ
ー
ト

経
済
常
任
委
員
会大洗港フェリーターミナル

森ファームサービス

市
政
調
査
会

山田宮古道路の工事現場



24

平
成
29
年
11
月
15
日　
第
50
号　
発
行
／
宮
古
市
議
会
（
〒
０
２
７–

８
５
０
１　
宮
古
市
新
川
町
２
番
１
号　
☎
０
１
９
３　
２
１
１
１
）
編
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　
印
刷
／
花
坂
印
刷
工
業
株
式
会
社

62

　

み
や
こ
市
議
会
だ
よ
り
50
号
と
い

う
節
目
に
、
こ
の
編
集
後
記
を
書
か

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年

度
決
算
の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。
平

成
28
年
度
の
完
了
事
業
で
は
、
た
ろ

う
潮
里
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
道
の
駅
に

オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
復
興
が
よ
り

目
に
見
え
て
進
ん
だ
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
道
の
駅
た
ろ
う
で
は
、
来
年
の

３
月
末
ま
で
に
全
て
の
整
備
計
画
を

終
え
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
ま
す
ま

す
地
域
の
振
興
と
発
展
に
期
待
が
持

て
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
今
定
例
会
の
特
長
と
し
て
、

一
般
質
問
者
が
過
去
最
大
の
23
人
と

な
り
、
議
会
の
活
発
な
動
き
の
現
れ

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
会
で
は
、
今
後
も
１
０
０
号
、

２
０
０
号
と
み
や
こ
市
議
会
だ
よ
り

が
続
く
よ
う
、
皆
様
に
読
み
や
す
く
、

愛
さ
れ
る
よ
う
な
本
誌
の
製
作
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

  

須
賀
原　

チ
エ
子

副
委
員
長　

  

白　

石　

雅　

一

編
集
委
員　

  

今　

村　
　
　

正

　
　
　
　
　

小　

島　

直　

也

　
　
　
　
　

佐
々
木　

清　

明

　
　
　
　
　

伊　

藤　
　
　

清

　
　
　
　
　

佐
々
木　

重　

勝

　
　
　
　
　

坂　

下　

正　

明

記後

編 集

編集副委員長

白 石  雅 一

◀

宮古市議会の情報をリアルタイムで

インターネット中継
本会議は生中継（ライブ）しています。
録画中継は、本会議のおおむね５日後（土日祝を
除く）から配信いたします。（パソコン対応のみ）

Facebook
宮古市議会のトップページのリンクをクリックし
てご覧ください。

みやこハーバーラジオ（82.6 メガヘルツ）

本会議開催中の午前８時５分頃からの放送です。

次回 12 月定例会
12 月初旬の開催予定です。会期日程が決まり次第、
宮古市議会のホームページトップに掲載します。
詳しくは議会事務局におたずねください。

　議員が市内各地に伺い、議会で
の審議や活動状況を報告しなが
ら、地域が抱える問題などについ
て、市民の皆さんと意見交換をい
たします。

〜今回の主な内容〜
　■９月定例会の報告
　■議会改革について
　■市政・地域課題について

議 会 報 告 会
（意見交換会）

あなたの「声」を議会に
　どなたでも参加できます

問い合わせ　市議会事務局（☎ 68―9113・FAX63―9117）
　　　　　　E-mail：gikai@city.miyako. iwate.jp

磯鶏公民館
松山地区センター
重茂公民館
樫内地区集会施設
門馬地域振興センター
山口公民館
鍬ヶ崎公民館
赤前コミュニティ消防センター（第 22 分団屯所）
崎山公民館
新里福祉センター
宮古市役所６階大ホール
千徳公民館
津軽石公民館
三王地区自治会研修センター
川井生涯学習センター

日　　時

11 月 20 日㈪
午後 6 時 30 分〜

11 月 21 日㈫
午後６時 30 分〜

11 月 22 日㈬
午後６時 30 分〜

場　　　　所


